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江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
学
問
教
育
の
中
心
で
あ
っ
た
各
藩
の
藩
校
の
活
動
は
、
中
世
の
、
博
士
家
を
中
心
と
し
た
漢
・

唐
の
訓
詁
学
を
重
ん
じ
た
公
家
や
寺
院
に
於
け
る
宋
・
元
版
の
講
読
を
重
ん
じ
る
禅
僧
の
学
問
と
は
大
き
く
様
相
を
異
に
し
た
が
、
そ
の

要
因
の
一
つ
に
は
、
中
国
か
ら
渡
来
す
る
学
問
や
そ
れ
を
裏
付
け
る
典
籍
（
漢
籍
）
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
は
、

明
時
代
の
文
集
や
注
釈
編
纂
物
が
大
量
に
上
陸
し
、
日
本
国
内
の
儒
者
を
刺
激
し
た
が
、
そ
れ
は
古
典
籍
を
自
由
に
選
び
解
釈
し
て
い
く

幅
広
い
明
の
学
風
に
同
調
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
江
戸
時
代
も
よ
う
や
く
爛
熟
期
を
終
え
晩
期
を
迎
え
る
こ
ろ
に

は
、
こ
ん
ど
は
、
緻
密
な
考
証
を
基
と
す
る
清
朝
の
考
証
学
（
皇
清
経
解
な
ど
）
が
輸
入
さ
れ
、
再
び
儒
者
に
刺
激
を
与
え
て
ゆ
く
。
こ

う
し
た
風
潮
は
、
藩
校
の
実
際
の
教
育
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
藩
校
で
は
儒
者
を
迎
え
、
蔵
書
を

整
え
て
、
藩
校
教
授
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
作
製
や
校
勘
作
業
、
出
版
事
業
な
ど
、
藩
校
主
導
に
よ
る
蔵
書
文
化
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
こ
の
風
潮
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
夥
し
い
数
に
の
ぼ
っ
た
藩
校
も
、
廃
校
に
な
っ
て
か

ら
は
、
そ
の
旧
蔵
書
は
殆
ど
が
廃
棄
散
逸
し
て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
文
部
省
に
よ
る
「
日
本
教
育
史
資
料
」
に
は
、
藩

荘
内
藩
致
道
館
旧
蔵
漢
籍
に
つ
い
て

髙　

橋　
　
　

智
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校
の
か
つ
て
の
書
物
文
化
の
姿
を
想
像
で
き
る
資
料
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
藩
校
研
究
に
従
事
さ
れ
た
笠
井
助
治
氏
は
「
近
世
藩

校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
」
を
著
し
、
所
謂
藩
版
の
網
羅
的
研
究
を
さ
れ
、
藩
校
の
出
版
文
化
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方

で
、
廃
校
後
、
書
庫
の
蔵
書
を
量
り
売
り
し
た
旧
藩
は
少
な
く
な
く
、
出
版
物
と
し
て
流
布
す
る
書
物
と
は
違
っ
て
、
一
箇
所
に
集
ま
っ

た
蔵
書
は
と
言
え
ば
、
散
逸
の
後
に
は
も
は
や
海
に
拡
散
す
る
塩
分
と
同
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
収
集
さ
れ
た
蔵
書
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
藩
校
が
め
ざ
す
方
向
性
の
概
ね
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
今
に
伝
え
る
旧
藩
校
の
蔵
書
は
、
そ
の
時
代

に
生
き
た
人
が
最
早
存
在
し
な
い
後
世
に
と
っ
て
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
宝
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
紹
介

す
る
山
形
県
鶴
岡
市
立
図
書
館
（
郷
土
資
料
館
）
に
所
蔵
さ
れ
る
藩
校
致
道
館
の
蔵
書
は
、
漢
学
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
学
問
府
の

内
実
を
遺
憾
な
く
表
し
て
い
る
、
稀
有
な
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
現
在
進
行
し
て
い
る
旧
藩
校
蔵
書
研
究
の
一
環
と
し

て
、
そ
の
書
誌
調
査
を
目
録
化
し
た
。
致
道
館
文
庫
の
保
存
公
開
に
鋭
意
努
め
ら
れ
る
同
館
の
大
志
の
一
助
と
な
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ

る
。
ま
た
、
調
査
に
つ
い
て
は
、
秋
保
良
氏
、
今
野
章
氏
に
よ
る
多
大
な
ご
援
助
を
賜
っ
た
こ
と
を
特
に
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

解
題

　

荘
内
藩
第
九
代
藩
主
、
酒
井
忠
徳
（
一
七
五
五
〜
一
八
一
二
）
は
藩
政
改
革
に
よ
る
財
政
再
建
を
行
い
、
そ
の
成
功
を
う
け
て
、
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）、
藩
の
学
校
で
あ
る
致
道
館
を
設
立
し
た
。
こ
こ
に
い
た
る
経
緯
な
ど
は
、「
史
跡
庄
内
藩
校　

致
道
館
」（
昭
和
四

十
六
年　

社
団
法
人
荘
内
文
化
財
保
存
会
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
も
の
で
は
、「
図
説
鶴
岡
の
あ
ゆ
み
」（
二
〇
一
一
年　

鶴
岡
市
史
編
纂
会
）
に
記
さ
れ
る
。
荘
内
藩
の
学
問
は
と
言
え
ば
、
忠
徳
以
前
に
、
水
野
元
朗
（
一
六
九
二
〜
一
七
四
八
）・
疋
田
進
修
（
一
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七
〇
〇
〜
一
七
三
八
）
ら
が
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
に
学
び
、
そ
の
学
徳
を
藩
内
に
広
め
て
い
た
が
、
白
井
矢
太
夫
（
一

七
五
三
〜
一
八
一
二
）
が
あ
ら
わ
れ
て
忠
徳
の
信
任
を
得
、
致
道
館
の
設
立
と
藩
学
に
お
け
る
徂
徠
学
の
導
入
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

矢
太
夫
は
若
く
し
て
江
戸
に
出
て
徂
徠
の
門
人
に
笈
を
負
い
、
帰
藩
し
て
藩
政
に
功
あ
り
、
致
道
館
の
初
代
祭
酒
と
な
っ
た
。
藩
校
で
の

教
育
は
「
四
書
」「
五
経
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
藩
校
の
学
生
が
読
む
べ
き
も
の
と
し
て
、
或
い
は
師
範
が
教
え
る
べ
き

も
の
と
し
て
、
購
入
し
揃
え
ら
れ
た
書
物
は
、
漢
籍
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
成
は
、
徂
徠
の
学
問
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
明
時
代
の

人
が
著
し
た
文
集
や
編
纂
し
た
テ
キ
ス
ト
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
儒
学
・
歴
史
・
思
想
・
文
学
な
ど
の
基
本
図
書
を
よ
く

選
択
し
て
加
え
、
藩
校
の
印
記
に
相
応
し
い
「
致
道
館
蔵
書
印
」
の
大
印
を
各
冊
に
捺
し
て
、
大
切
に
保
管
し
た
の
で
あ
っ
た
。
何
時
の

頃
に
作
ら
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
現
在
に
伝
え
る
、
こ
れ
ら
の
古
典
籍
収
納
専
用
の
桐
箱
は
一
百
四
十
七
函
（
う
ち
、
国
書
二
十

七
函
）
に
の
ぼ
る
。
蔵
書
蒐
集
完
了
後
は
、
こ
の
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
木
箱
の
前
扉
に
は
、
達

筆
に
て
収
納
す
る
書
物
の
書
名
が
墨
書
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
箱
書
き
の
一
部
は
、
書
家
・
黒
崎
研
堂
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
八
）
の
も
の

で
あ
ろ
う
と
、
郷
土
資
料
館
の
秋
保
良
氏
は
言
う
。

　

蔵
書
の
特
色
の
一
つ
に
、
中
国
刊
本
（
唐
本
）
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、「
皇
清
経
解
」「
通
志
堂
経
解
」
の
初
刻
本
を
は
じ
め
、

明
時
代
の
汲
古
閣
本
「
十
七
史
」
や
国
子
監
刊
「
二
十
一
史
」
な
ど
は
と
り
わ
け
得
が
た
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
貴
重
本
の
紹
介
は
、
早

く
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
五
日
・
二
十
四
日
の
山
形
新
聞
に
、
当
時
山
形
大
学
の
星
斌
夫
氏
が
「
よ
み
が
え
る
中
国
史
文
献
」「
中
国
史

料
の
宝
庫
」
と
題
し
て
記
さ
れ
て
い
る
他
、
弘
前
大
学
の
細
谷
良
夫
氏
が
、
一
九
八
三
年
一
月
に
雑
誌
「
東
方
」（
東
方
書
店
）
誌
上
に
「
庄

内
藩
藩
校
致
道
館
と
そ
の
所
蔵
漢
籍
」
と
し
て
ご
発
表
さ
れ
た
（
い
ず
れ
も
秋
保
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

現
在
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
本
来
所
蔵
さ
れ
た
も
の
と
の
源
流
照
合
な
ど
な
お
幾
つ
か
の
不
明
な
点
や
今
後
の
研
究
に
期
す
る
問
題
点
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は
存
す
る
も
の
の
、
少
な
い
例
な
が
ら
、
同
様
に
保
存
さ
れ
て
現
在
に
遺
る
他
藩
の
蔵
書
と
の
比
較
研
究
な
ど
、
本
目
録
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
蔵
書
内
容
は
、
日
本
文
化
史
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

分
類
目
録

　
　
　
　

凡
例

一
、
本
目
録
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
・
鶴
岡
市
立
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
す
る
、
旧
庄
内
藩
藩
校
・
致
道
館
の
旧
蔵
書
（
漢
籍
部
分
）
の
分
類

目
録
で
あ
る
。

一
、
漢
籍
は
伝
統
的
な
分
類
に
従
っ
て
、
経
部
（
儒
学
関
係
書
）・
史
部
（
歴
史
）・
子
部
（
諸
子
百
家
）・
集
部
（
詩
文
集
）
の
四
部
に
分
け
、

そ
れ
に
準
じ
る
日
本
人
の
漢
文
著
作
を
「
日
本
漢
文
」
と
し
て
分
類
し
た
。

一
、
分
類
内
の
配
列
は
、
原
則
と
し
て
成
立
順
、
著
者
の
没
年
順
に
拠
る
。

一
、
目
録
部
分
の
記
載
は
、
書
名
・
巻
数
・
不
全
本
の
場
合
、
存
在
す
る
巻
数
は
、
存
巻
幾
、
欠
け
て
い
る
巻
数
は
、
欠
巻
幾
・
著
者
（
言

い
伝
え
の
場
合
は
、
旧
題
、
著
者
不
明
の
場
合
は
、
闕
名
撰
ま
た
は
不
著
撰
人
）・
校
訂
者
・
出
版
（
鈔
写
）
年
（
括
弧
内
に
出
版
地
・

出
版
者
、
中
国
刊
本
の
場
合
は
括
弧
な
し
の
場
合
も
あ
る
）・
叢
書
の
一
部
分
の
場
合
は
叢
書
名
・
冊
数
・
収
蔵
函
番
号
の
順
で
記
す
。

以
下
、
年
号
は
括
弧
内
に
西
暦
を
記
し
た
。

一
、
各
書
の
目
録
部
分
の
後
に
、
○
と
し
て
書
誌
事
項
の
参
考
と
す
る
べ
き
も
の
を
注
記
し
た
。

一
、
○
以
下
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
、
致
道
館
文
庫
の
漢
籍
は
、
中
国
で
出
版
・
印
刷
さ
れ
た
中
国
刊
本
（
唐
本
）、
日
本
の
江
戸
時
代
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に
出
版
・
印
刷
さ
れ
た
日
本
刊
本
（
和
刻
本
）
に
大
き
く
分
か
れ
る
の
で
、
凡
そ
次
の
よ
う
な
原
則
で
書
誌
事
項
を
記
し
た
。
専
門

に
書
誌
学
の
研
究
に
資
す
る
際
に
は
、
必
要
な
項
目
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
書
名
が
同
じ
も
の
で
も
異
種
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
が
多
い
。

唐
本
の
場
合
は
、

甲
、
本
文
を
囲
む
枠
が
一
本
で
あ
る
場
合
（
単
辺
）
と
二
本
で
あ
る
場
合
（
双
辺
）
と
を
区
別
し
、
そ
の
枠
内
の
縦
横
の
寸
法
（
内
匡
）

を
記
し
た
。

乙
、
半
頁
に
何
行
本
文
が
あ
る
か
、
各
行
に
何
字
記
さ
れ
て
い
る
か
、
を
記
し
た
。

丙
、
柱
に
当
た
る
各
頁
の
折
れ
目
を
版
心
と
呼
び
、
そ
こ
に
何
も
記
し
て
い
な
い
も
の
を
、
白
口
、
黒
く
な
っ
て
い
る
も
の
を
黒
口
と

呼
び
、
黒
色
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
粗
黒
口
と
か
大
黒
口
な
ど
と
記
す
。
版
心
に
は
丁
数
や
版
木
に
字
を
彫
刻
し
た
彫
り
師
（
刻
工
）

の
名
前
な
ど
を
記
す
が
、
上
部
と
下
部
を
区
切
る
魚
の
尾
に
似
た
記
号
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
、
魚
尾
と
い
う
。
一
つ
で
あ
れ
ば

単
魚
尾
、
二
つ
で
あ
れ
ば
双
魚
尾
な
ど
と
記
す
。
ま
た
、
版
心
の
下
部
に
は
、
出
版
元
の
名
前
を
記
す
こ
と
も
あ
る
。
版
心
の
真

ん
中
を
中
縫
と
呼
び
、
叢
書
名
や
書
名
を
略
記
し
た
り
す
る
。

丁
、
表
紙
の
見
返
し
、
封
面
に
出
版
者
な
ど
の
名
前
や
刊
年
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
記
し
た
。

戊
、
本
文
の
編
纂
や
出
版
に
関
わ
る
序
文
や
跋
文
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
記
し
た
。

己
、
刊
記
（
四
角
で
囲
む
場
合
に
は
木
記
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
記
し
た
。
刊
語
は
や
や
長
文
の
刊
記
を
い
う
。

庚
、
蔵
書
印
が
あ
る
場
合
、
注
記
し
た
。「
外
舎
」
印
な
ど
と
あ
る
の
は
、
致
道
館
の
学
制
を
示
す
印
で
あ
る
。

辛
、
中
国
刊
本
に
限
ら
ず
、
出
版
か
ら
時
間
を
経
て
原
板
が
痛
ん
だ
際
、
部
分
的
に
修
訂
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
修
」「
後
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修
」「
補
刻
」
な
ど
と
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
後
印
」
と
は
発
刊
時
か
ら
か
な
り
時
を
経
て
再
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。「
逓
修
」
は
補
刻
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
。

壬
、
刊
本
で
、
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
書
写
し
て
補
っ
た
箇
所
は
「
補
鈔
」「
補
写
」
な
ど
と
記
し
た
。

癸
、
所
持
者
の
書
き
入
れ
が
あ
る
場
合
と
、
句
点
や
圏
点
（
○
の
記
号
で
注
意
を
喚
起
す
る
）
を
印
刷
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
場
合
と

が
あ
る
の
で
、
注
記
し
た
。

和
刻
本
の
場
合
は
、

子
、
表
紙
に
貼
ら
れ
た
題
名
「
外
題
」
に
「
改
正
」
な
ど
の
角
書
（
つ
の
が
き
）
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
注
記
し
た
。

丑
、
中
国
刊
本
の
よ
う
な
、
行
字
数
な
ど
の
版
式
は
原
則
と
し
て
記
さ
ず
、
中
国
本
の
覆
刻
の
よ
う
な
も
の
で
、
底
本
を
探
す
の
に
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
れ
を
記
し
た
。

寅
、
表
紙
の
見
返
し
、
封
面
に
識
語
や
刊
年
、
書
肆
名
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
略
記
し
た
。

卯
、
版
心
に
出
版
者
名
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
記
し
た
。

辰
、
底
本
と
し
た
中
国
刊
本
の
序
文
、
日
本
の
漢
学
者
が
記
し
た
序
文
・
跋
文
な
ど
は
極
力
記
し
た
。

巳
、
刊
記
は
、
本
文
に
連
続
す
る
頁
に
年
紀
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
目
録
の
刊
年
に
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
は
特
に

記
さ
な
い
が
、
そ
の
刊
記
が
、
後
に
入
木
（
彫
り
直
し
て
い
る
）
し
た
も
の
や
、
後
印
の
際
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
記
し
た
。

午
、
奥
付
は
、
本
文
と
別
丁
に
な
っ
て
い
る
年
紀
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
、
刊
年
と
関
係
が
深
い
場
合
に
、
そ
の
書
肆
名
な

ど
も
記
し
、
関
係
が
な
い
場
合
は
省
略
し
た
。
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未
、
後
印
の
際
に
書
肆
が
販
売
目
録
を
附
録
と
し
て
つ
け
る
場
合
が
あ
る
が
、
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
記
し
た
。

申
、
蔵
書
印
は
、
著
名
な
も
の
だ
け
を
記
し
た
。

酉
、
初
印
本
と
記
す
の
は
、
印
面
が
清
朗
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

戌
、
和
刻
本
に
限
ら
ず
、
唐
本
に
於
い
て
も
、
同
版
・
修
本
・
異
版
の
識
別
は
複
雑
な
も
の
が
多
い
。
同
版
・
修
本
の
場
合
、
記
載
事

項
が
同
じ
で
あ
れ
ば
「
又
」
と
表
記
す
る
。
同
版
異
版
は
、
で
き
う
る
限
り
比
較
し
た
が
、
完
全
で
は
な
い
の
で
、
大
方
の
ご
教

示
を
お
願
い
し
た
い
。

亥
、
幾
部
か
写
本
を
存
す
る
が
、
写
本
の
場
合
、
一
手
に
よ
る
も
の
か
、
幾
人
か
で
書
写
し
た
寄
り
合
い
か
、
を
記
し
た
。
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図版１（集部別集類所載）甔甀洞続藁　明呉国倫撰　馮夢禎校
　明万暦31年（1603）馬攀龍刊　特大20冊（集十函）の第1丁
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図版２（史部正史類所載）史記130巻　漢司馬遷撰　慶長年間刊
　古活字版　50冊（函番ナシ）の序第1丁
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経
部

【
易
類
】

京
氏
易
伝
三
巻　
漢
京
房
撰　

呉
陸
績
注　

明
程
栄
校　

明
万
暦
年
間
刊　

漢
魏
叢
書
之
一�

一
冊
（
経
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.8
×
横13.3

糎
）、
九
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
刻
工
名
ア
リ

首
書
易
経
集
注
（
外
題
）
二
十
四
巻　
欠
首　

宋
程
頤
撰　

朱
熹
本
義　

松
永
昌
易
点　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
（
京
、
野
田
庄
右
衛
門
）

�

十
二
冊
（
経
十
函
）

○
末
ニ
松
永
昌
易
ノ
跋
、
寛
文
四
年
ノ
刊
記
ア
リ
、「
嶽
月
」
印
ア
リ

石
鏡
山
房
増
訂
周
易
説
統
二
十
五
巻　
明
張
振
淵
撰　

張
懋
忠
増
補　

明
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
銭
泓
刊�

十
六
冊
（
経
一
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.5

×
横11.8

糎
）、
九
行
二
十
二
字
、
白
口
、
無
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
石
鏡
山
房
」
ト
ア
リ
、
句
点
・
圏
点
・
傍
点
刻
ス
、

明
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
ノ
序
ア
リ
、
末
ニ
「
天
啓
六
年
銭
泓
録
刊
」
ト
ア
リ

易
経
発
蒙
（
封
面
題
周
易
会
通
）
六
巻　
清
王
朝
珊
撰　

清
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
刊
（
繹
思
堂
）�

十
冊
（
経
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦20.1

×
横12.8

糎
）、
十
二
行
二
十
六
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
培
桂
斎
」
ト
ア
リ
、
清
康
熙
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）

培
桂
斎
王
朝
珊
ノ
序
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
周
大
璋
ノ
序
ア
リ

御
纂
周
易
述
義
十
巻　
清
呉
鼎
等
奉
勅
撰　

清
乾
隆
二
十
年
（
一
七
五
五
）
序
刊�

八
冊
（
経
一
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦20.6

×
横14.9

糎
）、
八
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
乾
隆
二
十
年
汪
由
敦
ノ
序
ア
リ
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【
書
類
】

尚
書
十
三
巻　
存
巻
九
・
十　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

清
原
宣
條
校　

江
戸
後
期
刊�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
版
心
下
部
ニ
「
正
本
」
ト
ア
リ
、「
嶽
月
」
印
ア
リ

首
書
書
経
集
注
（
外
題
）
六
巻　
宋
蔡
沈
集
伝　

松
永
昌
易
点　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
印
（
京
、
今
村
八
兵
衛
）

�

六
冊
（
経
十
函
）

○
末
ニ
松
永
昌
易
ノ
跋
、
寛
文
ノ
刊
記
ヲ
享
保
九
年
今
村
八
兵
衛
ニ
改
刻
ス

新
鍥
書
経
講
義
会
編
十
二
巻　
明
申
時
行
撰　

安
井
真
祐
点　

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
刊
（
京
、
吉
野
屋
権
兵
衛
）　

覆
刻
明
万
暦
二
十
六
年
（
一

五
九
八
）
徐
銓
校
刊
本�

十
五
冊
（
経
十
函
）

○
首
ニ
明
万
暦
二
十
六
年
申
時
行
ノ
序
ア
リ
、
甥
李
鴻
編
・
子
用
懋
用
嘉
訂
・
徐
詮
校
刊
ト
、
末
ニ
安
井
真
祐
ノ
延
宝
二
年
ノ
刊
語
、
吉
野
屋
権
兵
衛

刊
行
ト
ア
リ

尚
書
後
案
三
十
巻　
清
王
鳴
盛
撰　

清
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
王
氏
礼
堂
刊�

八
冊
（
経
一
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦22.5

×
横15.7

糎
）、
十
四
行
三
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
封
面
ニ
「
礼
堂
蔵
版
」
ト
ア
リ

【
詩
類
】

呂
氏
家
塾
読
詩
記
三
十
二
巻　
宋
呂
祖
謙
撰　

明
史
樹
徳
等
校　

宝
永
一
年
（
一
七
〇
四
）
刊　

覆
刻
明
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
刊
本

�

十
冊
（
経
四
函
）

○
宋
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）
朱
熹
序
、
明
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
陸
釴
、
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
顧
起
元
ノ
序
ア
リ
、
刊
記
ハ
埋
木
（
う
め
き
）

新
刻
頭
書
詩
経
集
注
八
巻　
宋
朱
熹
集
伝　

松
永
昌
易
点　

鈴
木
温
校　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
刊
（
京
、
今
村
八
兵
衛
）　

覆
刻
寛
文
四
年
（
一



─ 60 ─

六
六
四
）
刊
本�

八
冊
（
経
十
函
）

○
末
ニ
松
永
昌
易
ノ
跋
ア
リ
、
刊
記
ニ
「
寛
文
四
年
・
・
╱
寛
政
三
年
・
・
再
刻
╱
今
村
八
兵
衛
蔵
版
」
ト
ア
リ
、
寛
政
三
年
鈴
木
尋
思
斎
温
ノ
刊
語

ア
リ
、「
嶽
月
」
印
ア
リ

【
礼
類
】

大
戴
礼
記
補
注
十
三
巻　
清
孔
広
森
撰　

清
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
刊　

軒
孔
氏
所
著
書
十
三
〜
二
十
六�

四
冊
（
経
四
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦17.9
×
横14.5

糎
）、
十
行
二
十
字
、
版
心
上
粗
黒
口
、
下
白
口
、
双
魚
尾
、
中
縫
ニ
「

軒
孔
氏
所
著
書
十
三
〜
二
十
六
」
ト

刻
ス
、
巻
十
三
末
ニ
「
乾
隆
甲
寅
（
五
十
九
）
弟
広
廉
校
刊
」
ト
ア
リ
、
封
面
ニ
「
嘉
慶
五
年
校
栞
」
ト
ア
リ

新
定
三
礼
図
二
十
巻　
宋
攝
崇
義
撰　

清
納
蘭
成
徳
校　

菊
池
南
陽
校　

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊　

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
印
（
南
紀
、

青
霞
堂
帯
屋
伊
兵
衛
）　

覆
刻
清
刊
本�

四
冊
（
経
四
函
）

○
句
点
ヲ
刻
ス
、
宝
暦
十
一
年
菊
池
南
陽
ノ
跋
ア
リ
、
封
面
ニ
「
寛
政
再
刻
青
霞
堂
蔵
」
ト
ア
リ
、
奥
付
ニ
「
宝
暦
十
一
年
原
板　

寛
政
四
年
青
霞
堂

蔵　

南
紀
帯
屋
伊
兵
衛
蔵
版
」
ト
ア
リ
、
宝
暦
ノ
原
板
ト
寛
政
ノ
再
刻
ハ
同
版
本

欽
定
三
礼
義
疏　
清
允
禄
・
弘
曕
等
奉
勅
撰　

清
乾
隆
年
間
刊　

紫
陽
書
院
蔵
版�

一
百
六
十
冊
（
寄
九
〜
十
一
函
）

　

欽
定
周
官
義
疏
四
十
八
巻　

　

欽
定
儀
礼
義
疏
四
十
八
巻　

　

欽
定
礼
記
義
疏
八
十
二
巻　

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦21.5

×
横15

糎
）、
八
行
十
八
字
、
句
点
ヲ
刻
ス
、
清
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
御
製
三
礼
義
疏
序
、
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）

允
禄
・
弘
曕
ノ
武
英
殿
監
造
記
ア
リ
、
封
面
ニ
「
紫
陽
書
院
蔵
版
」
ト
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ
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儀
礼
経
伝
通
解
三
十
七
巻
続
二
十
九
巻　
宋
朱
熹
撰　
（
続
）
宋
黄
榦
撰　

清
康
熙
年
間
刊　

後
印�

三
十
三
冊
（
経
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.3

×
横14.1

糎
）、
十
二
行
二
十
五
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
宋
嘉
定
十
六
（
一
二
二
三
）
ノ
旧
序
ア
リ

五
礼
通
考
二
百
六
十
二
巻
首
四
巻
目
二
巻
附
読
礼
通
考
一
百
二
十
巻　
清
秦
蕙
田
撰　

清
方
観
承
訂　
（
読
）
清
徐
乾
学
撰　

清
康
熙
年

間
味
経
窩
刊�

百
六
十
冊
（
制
五
〜
七
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦18.4

×
横14

糎
）
十
三
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
ニ
字
数
・
刻
工
名
ア
リ
、
封
面
ニ
「
味
経
窩
蔵
版
」
ト
ア
リ

又�

百
六
十
冊
（
寄
十
二
函
）

○
「「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ
」

司
馬
氏
書
儀
十
巻　
宋
司
馬
光
撰　

清
汪
郊
校　

天
保
弘
化
年
間
刊
（
芳
春
楼
）　

覆
刻
清
刊
本　

仿
宋
字�　
　
　
　
　

�

唐
本
仕
立　

四
冊
（
子
二
函
）

○
清
雍
正
一
・
二
年
（
一
七
二
三
・
二
四
）
ノ
汪
亮
采
・
汪
郊
・
汪
祁
・
汪
郯
ノ
序
跋
ア
リ

【
春
秋
類
】

春
秋
釈
例
十
五
巻　
晋
杜
預
撰　

清
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
埽
葉
山
房
刊　

覆
刻
武
英
殿
聚
珍
版�

八
冊
（
経
四
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横13

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
双
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
埽
葉
山
房
」
ト
ア
リ
、
封
面
ニ
「
嘉
慶
庚
申
年
鐫　

埽
葉
山
房
」

ト
ア
リ
、
巻
頭
ニ
「
武
英
殿
原
本
」
ト
、
清
乾
隆
五
十
二
年
（
一
七
八
七
）
ノ
校
勘
序
ア
リ

春
秋
左
伝
集
解
三
十
巻　
存
巻
十
九
・
二
十　

晋
杜
預
撰　

那
波
魯
堂
点　

江
戸
後
期
刊�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
各
巻
首
版
心
下
ニ
「
那
波
師
曽
句
読
」
ト
ア
リ
、「
風
月
」
印
リ

春
秋
（
正
文
）（
胡
氏
伝
単
経
本
）　

江
戸
前
期
刊
（
松
梅
軒
）�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
版
心
下
部
ニ
「
松
梅
軒
蔵
」
ト
ア
リ
、
五
経
ノ
一
、「
句
読
所
」
印
ア
リ

左
繡
三
十
巻　
　

清
馮
李
驊
撰　
　

清
乾
隆
嘉
慶
年
間
書
業
堂
刊�

十
六
冊
（
史
十
二
函
）



─ 62 ─

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦14.3

×
横13.7

糎
）、
八
行
二
十
字
、
白
口
単
魚
尾
、
句
点
、
傍
点
、
圏
点
ヲ
刻
ス
、
封
面
ニ
「
書
業
堂
鐫
蔵
」
ト
ア
リ
、
清
康

熙
五
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
朱
軾
、
張
徳
純
ノ
序
、
陸
浩
ノ
跋
ア
リ

【
群
経
総
義
類
】

五
経
大
全　
欠
詩
経
大
全　

明
胡
広
等
奉
勅
撰　

林
羅
山
点　

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
梅
天
刊
（
京
、
吉
文
字
屋
庄
右
衛
門
）

　

周
会
魁
校
正
易
経
大
全
二
十
四
巻
首
一
巻
図
説
一
巻�

二
十
六
冊
（
経
二
函
）

○
外
題
「
官
板
易
経
大
全
」、
林
羅
山
ノ
跋
ア
リ
、
跋
ノ
裏
ニ
吉
文
字
屋
板
行
ノ
刊
記
ア
リ

　

申
学
士
校
正
官
板
書
経
大
全
十
巻
首
一
巻　

覆
刻
明
芝
城
余
氏
徳
寿
堂
刊
本�

十
一
冊
（
経
二
函
）

○
林
羅
山
ノ
跋
ア
リ
、「
承
応
二
年
梅
天
板
行
」
ノ
刊
記
ア
リ
、
ソ
ノ
裏
丁
ニ
「
吉
文
字
屋
板
行
」（
易
経
大
全
ト
同
様
）
ト
ア
リ

　

礼
記
集
説
大
全
三
十
巻�

三
十
冊
（
経
二
函
）

○
林
羅
山
ノ
跋
ア
リ
、
吉
文
字
屋
ノ
刊
記
モ
同
様

　

春
秋
集
伝
大
全
三
十
七
巻
首
一
巻�

三
十
八
冊
（
経
三
函
）

○
林
羅
山
ノ
跋
ア
リ
、
吉
文
字
屋
ノ
刊
記
モ
同
様

十
三
経
注
疏　
存
三
百
一
十
三
巻　

欠
毛
詩
注
疏　

明
毛
晋
校　

明
崇
禎
年
間
・
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
刊　

清
乾
隆
年
間
修�　

百
三
十
八
冊
（
経
七
〜
九
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦17.7

×
横11.8

糎
）、
九
行
二
十
一
字
、
白
口
、
無
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
汲
古
閣
」
ト
ア
リ
、
各
書
ニ
刊
記
ア
リ

　

周
易
兼
義
九
巻　

魏
王
弼
・
晋
韓
康
伯
注　

唐
孔
頴
達
正
義�

六
冊

○
序
ニ
補
刻
ア
リ
、
刊
記
ハ
磨
滅

　

尚
書
注
疏
二
十
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

唐
孔
頴
達
疏�

九
冊

○
巻
末
刊
記
葉
ハ
補
刻
（
明
崇
禎
五
年
＝
一
六
三
二
）
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周
礼
注
疏
四
十
二
巻　

漢
鄭
玄
注　

唐
賈
公
彦
疏�

二
十
冊

○
明
崇
禎
一
年
（
一
六
二
八
）
ノ
刊
記
ア
リ

　

儀
礼
注
疏
十
七
巻　

漢
鄭
玄
注　

唐
賈
公
彦
疏�

十
三
冊

○
明
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
ノ
刊
記
ア
リ

　

礼
記
注
疏
六
十
三
巻　

漢
鄭
玄
注　

唐
孔
頴
達
疏�

三
十
冊

○
巻
末
刊
記
葉
ハ
補
刻
（
明
崇
禎
十
二
年
＝
一
六
三
九
）

　

春
秋
左
伝
注
疏
六
十
巻　

晋
杜
預
注　

唐
孔
頴
達
疏�

三
十
冊

○
巻
末
刊
記
葉
ハ
補
刻
（
明
崇
禎
十
一
年
＝
一
六
三
八
）
巻
第
九
、35

・36

丁
ハ
補
写

　

春
秋
公
羊
注
疏
二
十
八
巻　

漢
何
休
解
詁　

唐
徐
彦
疏�

十
冊

○
明
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
ノ
刊
記
ア
リ

　

春
秋
穀
梁
伝
注
疏
二
十
巻　

晋
范
甯
集
解　

唐
楊
士
勛
疏�

五
冊

○
巻
末
刊
記
葉
ハ
補
刻
（
明
崇
禎
八
年
＝
一
六
三
五
）

　

論
語
注
疏
解
経
二
十
巻　

魏
何
晏
集
解　

宋
邢
昺
疏�

四
冊

○
明
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
ノ
刊
記
ア
リ

　

孝
経
注
疏
九
巻　

唐
玄
宗
御
注　

宋
邢
昺
疏�

一
冊

○
刊
記
磨
滅

　

爾
雅
注
疏
十
一
巻　

晋
郭
璞
注　

宋
邢
昺
疏�

四
冊

○
明
崇
禎
一
年
（
一
六
二
八
）
ノ
刊
記
ア
リ

　

孟
子
注
疏
解
経
十
四
巻　

後
漢
趙
岐
注　

宋
孫
奭
疏�

六
冊



─ 64 ─

○
明
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
ノ
刊
記
ア
リ

経
典
釈
文
三
十
巻
叙
録
考
証
三
十
巻　
唐
陸
徳
明
撰　

清
盧
文
弨
考
証　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
刊
（
江
戸
、
和
泉
屋
庄
次
郎
）　

覆
清
乾
隆

五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
盧
氏
抱
経
堂
刊
本�

三
十
冊
（
経
十
一
函
）

○
封
面
ニ
慶
元
堂
（
和
泉
屋
）
ノ
刊
語
ア
リ
、
又
清
乾
隆
五
十
六
年
盧
文
弨
ノ
「
重
彫
経
典
釈
文
縁
起
」
ア
リ
、
底
本
ノ
宋
本
ノ
列
銜
・
葉
石
君
・
陸

龍
其
ノ
跋
ア
リ
、
末
ニ
慶
元
堂
蔵
版
目
録
、
奥
付
ニ
文
化
六
年
清
本
翻
刻
╱
和
泉
屋
庄
次
郞
ト
ア
リ
、「
句
読
所
」
印
ア
リ

【
四
書
類
】

孟
子
十
四
巻　
存
巻
一
〜
六　

後
漢
趙
岐
注　

明
金
蟠
校　

江
戸
中
期
刊�

二
冊
（
雑
一
函
）

○
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊
本
ノ
残
本

孟
子
十
四
巻　
存
巻
十
一
〜
十
四
（
版
心
作
巻
四
）　

宋
朱
熹
集
注　

寛
保
一
年
（
一
七
四
一
）
刊
（
京
、
葛
氏
文
華
堂
）�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
外
題
角
書
（
つ
の
が
き
）「
新
鐫
改
正
」
ト
、
版
心
下
ニ
「
文
花
堂
」
ト
ア
リ
、「
書
林
葛
題
」
ト
シ
テ
刊
語
ア
リ
「
寛
保
元
歳
・
・
╱
・
・
文
華
堂

重
彫
」
ト
ア
リ

四
書
集
注　
存
論
語
十
巻
孟
子
七
巻　

宋
朱
熹
撰　

明
末
刊�

五
冊
（
経
五
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦20

×
横13.6

糎
）、
九
行
十
七
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
句
点
ヲ
刻
ス

四
書
集
注
大
全
（
外
題
・
官
板
四
書
大
全
）（
序
跋
題
・
性
理
四
書
大
全
）
大
学
・
大
学
或
問
・
中
庸
・
中
庸
或
問
各
一
巻
論
語
二
十
巻
孟
子
十
四
巻

　

明
胡
広
等
奉
勅
撰　

江
戸
初
期
刊　

覆
刻
明
弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
清
江
書
堂
刊
本�

二
十
二
冊
（
経
十
三
）

○
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
御
製
序
、
明
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
楊
栄
跋
ア
リ
、
論
語
ノ
序
末
ニ
弘
治
六
年
清
江
書
堂
ノ
原
木
記
ア
リ

四
書
大
全
（
封
面
）　

存
大
学
・
大
学
或
問
・
中
庸
・
中
庸
或
問
各
一
巻　

明
胡
広
等
奉
勅
撰　

鵜
飼
石
斎
点　

江
戸
前
期
刊�

五
冊
（
経
五
函
）

○
明
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
胡
広
等
ノ
表
、
御
製
序
、
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
楊
栄
ノ
序
ア
リ
、
封
面
ニ
「
金
閶
五
雲
居
蔵
版
」
ト
ア
リ
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【
小
学
類
】

　
　
（
訓
詁
）

広
雅
十
巻　
魏
張
楫
編　

隋
曹
憲
音　

明
葉
自
本
訂　

郎
奎
金
糾
譌　

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
刊
（
江
戸
、
大
黒
屋
弥
兵
衛
・
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
）

　

覆
刻
明
刊
本�

三
冊
（
字
七
函
）

○
左
右
双
辺
十
行
二
十
字
、
白
口
、
封
面
ニ
「
煥
文
閣
」
ト
ア
リ
、
奥
付
二
書
肆

五
雅
全
書　
明
葉
自
本
糾
譌　

陳
趙
鵠
校　

清
中
後
期
刊�

八
冊
（
字
六
函
）

　

爾
雅
二
巻　

晋
郭
璞
注

　

釈
名
四
巻　

漢
劉
熙
撰

　

博
雅
十
巻　

魏
張
輯
撰
・
隋
曹
憲
音
釈

　

小
爾
雅
一
巻　

漢
孔
鮒
撰

　

埤
雅
二
十
巻　

宋
陸
佃
撰

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.6

×
横13.2

糎
＝
爾
雅
、
他
モ
ホ
ボ
同
）、
九
行
二
十
字
（
埤
雅
ハ
十
行
二
十
一
字
）、
白
口
、
封
面
ニ
「
五
雅
全
書
」
ト
、

張
堯
翼
ノ
五
雅
序
ア
リ
、
埤
雅
ノ
末
ニ
「
顧
棫
校
本
」
ト
ア
リ

輶
軒
使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
十
三
巻　
漢
楊
雄
撰　

晋
郭
璞
注　

明
程
栄
校　

江
戸
前
期
刊　

覆
刻
明
刊
本�

一
冊
（
子
三
函
）

○
版
心
ニ
「
仇
俊
刊
」
等
底
本
ノ
刻
工
名
ア
リ
、
訓
点
ヲ
刻
ス

　
　
（
字
書
）

重
刊
許
氏
説
文
解
字
五
音
韻
府
十
二
巻　
漢
許
慎
撰　

宋
徐
鉉
等
校　

明
前
期
（
十
五
世
紀
）
刊�

特
大　

六
冊
（
字
一
函
）

○
四
周
双
辺
、
七
行
十
四
字
、
粗
黒
口
、
双
黒
魚
尾
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韻
府
古
篆
彙
選
五
巻　
清
陳
策
撰　

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
序
刊　

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
印
（
京
、
柳
枝
軒
茨
木
多
左
衛
門
）�五
冊
（
経
五
函
）

○
清
康
熙
十
一
年
（
一
六
七
二
）
陳
晋
、
項
継
甲
ノ
序
ア
リ
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
天
徳
呉
雲
法
曇
序
ア
リ
、
末
ニ
「
彰
考
館
訂
本
刊
行
目
録　

柳
枝
軒
蔵
版　

正
徳
三
年
多
左
右
衛
門
」
ト
ア
リ
、
封
面
ニ
柳
枝
軒
蔵
版
記
ア
リ

隷
辨
八
巻　
清
顧
藹
吉
撰　

清
乾
隆
年
間
刊�

十
六
冊
（
字
六
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦18.6

×
横14.2

糎
）、
十
二
行
二
十
字
、
白
口
、
封
面
ニ
「
玉
淵
堂
」
ト
、
康
熙
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）
項
絪
ノ
目
録
識
語
、

乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
黄
晟
ノ
重
鋟
序
ア
リ

集
古
印
篆
四
巻
（
外
題
六
書
通
）　

明
閔
斎
伋
撰　

秦
駘
校　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊
（
大
坂
、
柳
原
喜
兵
衛
等
）�

四
冊
（
経
五
函
）

○
明
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
閔
斎
伋
序
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
秦
駘
序
ア
リ
、
封
面
ニ
秦
駘
ノ
識
語
、
末
ニ
柳
原
積
玉
圃
（
河
内
屋
喜
兵
衛
）

蔵
版
和
書
目
録
ヲ
附
ス
、
奥
付
ニ
柳
原
等
五
肆

重
刊
詳
校
篇
海
五
巻　
明
趙
年
伯
編　

明
万
暦
年
間
刊�

十
冊
（
字
七
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦23

×
横13.6

糎
）、
十
行
小
字
三
十
字
、
白
口
、
万
暦
三
十
六
年
（
一
六
〇
八
）
李
登
ノ
序
ア
リ

正
字
通
十
二
集
附
字
彙
旧
本
首
巻　

明
張
自
烈
撰　

清
廖
文
英
編　

清
康
熙
年
間
刊
（
呉
氏
清
畏
堂
）�

三
十
二
冊
（
字
四
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19.5

×
横12.8

糎
）、
八
行
二
十
四
字
、
白
口
、
封
面
ニ
清
畏
堂
蔵
版
ト
ア
リ
、
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
廖
文
英
、
同
二
十
四

年
（
一
六
八
五
）
呉
源
起
清
畏
堂
ノ
叙
ア
リ

　
　
（
韻
書
）

古
今
韻
会
挙
要
小
補
三
十
巻　
明
方
日
升
撰　

李
維
楨
校　

江
戸
前
期
刊　

翻
明
刊
本�

三
十
冊
（
字
三
函
）

○
巻
三
十
尾
題
前
ニ
「
書
林
余
彰
徳
、
余
象
斗
同
刻
」
ト
底
本
ノ
刊
記
ア
リ
、
明
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
李
維
楨
、
同
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）

周
士
顕
ノ
序
ア
リ



─ 67 ─

諧
声
品
字
箋
九
集
附
字
彙
数
求
声
十
二
集　

清
虞
徳
升
撰　

清
中
期
刊�

十
二
冊
（
字
四
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横13.8

糎
）、
八
行
二
十
四
字
、
白
口
、
句
読
点
ヲ
刻
ス
、
附
録
ハ
十
行
十
二
字
不
等
、
康
熙
十
六
年
（
一
六
七
七
）
ノ

自
序
、
康
熙
二
十
六
年
ノ
裘
充
美
ノ
序
ア
リ
、
展
園
主
人
ノ
長
文
ノ
刊
語
ア
リ
、
康
熙
ノ
原
刊
本
ヲ
嘉
慶
頃
ニ
覆
刻
セ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
松
屏
文
庫

印
記
ア
リ

史
部

【
正
史
類
】

史
記
百
三
十
巻　
漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　

唐
司
馬
貞
索
隠　

唐
張
守
節
正
義　

慶
長
年
間
刊　

古
活
字
無
界
八
行
本�

五
十
冊
（
函
番
ナ
シ
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦21.5

×
横17

糎
）、
無
界
八
行
十
七
字
、
粗
黒
口
、
双
花
口
魚
尾

三
国
志
六
十
五
巻
（
魏
書
三
十
巻
・
蜀
志
十
五
巻
・
呉
書
二
十
巻
）　

晋
陳
寿
撰　

劉
宋
裴
松
之
注　

明
陳
仁
錫
評　

田
犀
点　

寛
文
十
年
（
一
六
七

〇
）
刊
（
京
、
植
村
藤
右
衛
門
・
山
本
平
左
衛
門
）�

四
十
冊
（
史
九
函
）

○
明
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
馮
夢
禎
・
黄
汝
良
、
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
陳
仁
錫
ノ
序
ア
リ
、
寛
文
十
年
林
鵞
峰
・
田
犀
一
角
ノ
序
ア
リ
、

寛
文
十
年
ノ
刊
記
、
植
村
玉
枝
軒
儒
書
蔵
版
目
録
ア
リ

旧
唐
書
二
百
巻
附
考
証　

後
晋
劉
昫
撰　

清
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
武
英
殿
刊�

六
十
冊
（
史
五
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦21.9

×
横14.3

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
嘉
靖
十
七
年
（
一
五
三
八
）
文
徴
明
・
聞
人
詮
等
ノ
序
ア
リ

旧
五
代
史
一
百
五
十
巻
附
考
証　

宋
薛
居
正
撰　

清
嘉
慶
一
年
（
一
七
九
六
）
掃
葉
山
房
刊　

覆
刻
武
英
殿
聚
珍
版�

二
十
冊
（
史
六
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦21.1

×
横14.3

糎
）、
十
二
行
二
十
五
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
掃
葉
山
房
」、
巻
頭
ニ
「
武
英
殿
聚
珍
版
原
本
」
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ト
ア
リ

　
　
　

○

十
七
史　
明
毛
晋
校　

明
崇
禎
年
間
毛
氏
汲
古
閣
刊�

三
百
冊
（
史
一
〜
三
函
）

　

史
記
一
百
三
十
巻　

漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　

崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）
刊�

十
六
冊

　

漢
書
一
百
巻　

後
漢
班
固
撰　

唐
顔
師
古
注　

崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
刊�

二
十
八
冊

　

後
漢
書
一
百
二
十
巻　

劉
宋
范
曄
撰　

唐
李
賢
注
（
志
）
晋
司
馬
彪
撰　

梁
劉
昭
注　

崇
禎
十
六
年
（
一
六
四
三
）
刊�

二
十
冊

　

三
国
志
六
十
五
巻　

晋
陳
寿
撰　

劉
宋
裴
駰
注　

崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
刊�

十
二
冊

　

晋
書
一
百
三
十
巻　

唐
房
玄
齡
等
撰　

崇
禎
一
年
（
一
六
二
八
）
刊�

二
十
八
冊

　

宋
書
一
百
巻　

梁
沈
約
撰　

崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
刊�

二
十
冊

　

南
斉
書
五
十
九
巻　

梁
蕭
子
顯
撰　

崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
刊�

八
冊

　

梁
書
五
十
六
巻　

唐
姚
思
廉
撰　

崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
刊�

八
冊

　

陳
書
三
十
六
巻　

唐
姚
思
廉
撰　

崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
刊�

四
冊

　

魏
書
百
十
四
巻　

北
齊
魏
收
撰　

崇
禎
□
年
刊�

二
十
六
冊

　

北
斉
書
五
十
巻　

唐
李
白
薬
撰　

崇
禎
十
一
年
（
一
六
三
八
）
刊�

六
冊

　

後
周
書
五
十
巻　

唐
令
孤
徳
棻
撰　

崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
刊�

八
冊

　

隋
書
八
十
五
巻　

唐
魏
徴
撰　

崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
刊�

十
六
冊

　

南
史
八
十
巻　

唐
李
延
寿
撰　

崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
刊�

十
六
冊

　

北
史
一
百
巻　

唐
李
延
寿
撰　

崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊�

二
十
六
冊

　

唐
書
二
百
二
十
五
巻　

宋
欧
陽
修
等
撰　

崇
禎
□
年
刊�

五
十
冊
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五
代
史
七
十
四
卷　

宋
欧
陽
修
撰　

徐
無
党
注　
　

崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
刊�

八
冊

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦21.4

×
横14.8

糎
）、
十
二
行
二
十
五
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、「
史
記
」
ノ
首
ニ
「
重
鐫
十
三
経
十
七
史
縁
起
」
ア
リ
、「
南
斉
書
」

末
ニ
北
宋
治
平
二
年
（
一
〇
六
五
）
崇
文
院
ノ
版
刻
（
宋
斉
梁
陳
魏
北
斉
後
周
ノ
各
書
）
ノ
奉
勅
ア
リ
、「
唐
書
」
ニ
北
宋
嘉
祐
五
年
（
一
〇
六
〇
）

曽
公
亮
「
進
新
唐
書
表
」
ア
リ

　
　
　

○

二
十
一
史　
明
嘉
靖
〜
万
暦
年
間
刊
（
北
京
国
子
監
・
南
京
国
子
監
本
取
リ
合
ワ
セ
）�

（
寄
十
五
〜
二
十
六
函
）

史
記
一
百
三
十
巻
補
史
記
一
巻
史
記
正
義
論
例
諡
法
解
列
国
分
野
一
巻　
漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　

唐
司
馬
貞
索
隠　

唐
張
守
節

正
義　
（
補
）
唐
司
馬
貞
撰
（
論
）
唐
張
守
節
撰　

明
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

二
十
四
冊
（
寄
十
五
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.3

×
横14.4

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
上
ニ
「
万
暦
二
十
四
年
刊
」（
首
ノ
「
修
史
記
」
ノ
ミ
崇
禎
七

年
＝
一
六
三
四
刊
）
下
部
ニ
「
刻
工
名
」
翁
正
・
劉
学
・
文
忠
・
王
志
等
多
数
ア
リ
、「
摛
藻
╱
堂
蔵
╱
書
印
」（
陰
刻
）「
休
寧
汪
╱
季
青
家
╱
蔵

書
籍
」「
履
硯
斎
╱
図
書
印
」（
以
上
清
汪
文
柏
）「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

前
漢
書
一
百
巻　
漢
班
固
撰　

唐
顔
師
古
注　

明
嘉
靖
八
・
九
（
一
五
二
九
・
三
〇
）
年
南
京
国
子
監
刊　

明
逓
修　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

三
十
冊
（
寄
十
五
函
）

○
版
式
同
前
、
刻
工
名
ナ
シ
、
版
心
上
ニ
「
嘉
靖
八
（
九
）
年
刊
」
ト
ア
リ
、
補
刻
葉
ニ
ハ
「
万
暦
十
（
二
十
六
・
三
十
七
）・
崇
禎
三
（
七
）
年
」

等
ア
リ
、
明
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
南
京
国
子
監
ノ
重
修
記
ア
リ
、
蔵
印
ハ
「
史
記
」
ト
同

後
漢
書
一
百
三
十
巻　
劉
宋
范
曄
撰　

唐
李
賢
注　
（
志
）
晋
司
馬
彪
撰　

梁
劉
昭
注　

明
嘉
靖
八
・
九
年
南
京
国
子
監
刊　

明
逓
修　

清
汪
文
柏

摛
藻
堂
旧
蔵�

二
十
冊
（
寄
十
六
函
）

○
版
式
、
蔵
印
同
前
、
明
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
南
京
国
子
監
ノ
修
序
ア
リ
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三
国
志　

魏
志
三
十
巻
蜀
志
十
五
巻
呉
志
二
十
巻　
晋
陳
寿
撰　

劉
宋
裴
松
之
注　

明
敖
文
禎
等
校　

明
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
北

京
国
子
監
刊　

�

十
四
冊
（
寄
十
六
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦23.4

×
横13.8

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
上
ニ
「
万
暦
二
十
八
年
刊
」
ト
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」

印
ア
リ

晋
書
一
百
三
十
巻
晋
書
音
義
三
巻　
唐
房
玄
齡
等
奉
勅
撰
（
音
）
唐
何
超
撰　

明
方
従
哲
等
校　

明
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
北
京
国
子
監
刊

�

三
十
冊
（
寄
一
六
・
十
七
函
）

○
版
式
、
蔵
印
同
前
、
版
心
上
ニ
「
万
暦
二
十
四
年
刊
」
ト
ア
リ

宋
書
一
百
巻　
南
朝
梁
沈
約
撰　

明
陸
可
教
等
校　

明
万
暦
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

三
十
冊
（
寄
十
七
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦21.6

×
横15.6
糎
）、
九
行
十
八
字
、
白
口
、
三
魚
尾
、
版
心
上
ニ
「
万
暦
二
十
二
年
刊
」
下
ニ
「
刻
工
名
・
校
勘
生
・
字
数
」

ナ
ド
ア
リ
、
明
万
暦
二
十
二
年
・
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
ノ
南
京
国
子
監
ノ
序
ア
リ
、
巻
一
末
等
ニ
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
馮
夢
禎
ノ
校

異
識
語
ア
リ
、
蔵
印
「
史
記
」
ニ
同
ジ

南
斉
書
五
十
九
巻　
南
朝
梁
蕭
子
顕
撰　

明
趙
用
賢
等
校　

明
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

十
二
冊
（
寄
二
十
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横13.8

糎
）、
九
行
十
八
字
、
白
口
、
双
魚
尾
、
版
心
上
「
万
暦
十
七
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ
、
明
万
暦
十

八
年
（
一
五
九
〇
）
張
一
桂
ノ
重
刊
序
ア
リ
、
蔵
印
「
史
記
」
ニ
同
ジ

梁
書
五
十
六
巻　
唐
姚
思
廉
撰　

明
蕭
雲
挙
等
校　

明
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）
北
京
国
子
監
刊�

十
冊
（
寄
二
十
函
）

○
版
式
蔵
印
「
三
国
志
」
ニ
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
三
十
三
年
刊
」

陳
書
三
十
六
巻　
唐
姚
思
廉
撰　

明
呉
士
元
等
校　

明
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）
北
京
国
子
監
刊�

六
冊
（
寄
二
十
函
）

○
版
式
蔵
印
「
三
国
志
」
ニ
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
三
十
三
年
刊
」
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魏
書
一
百
十
四
巻　
北
斉
魏
収
撰　

明
馮
夢
禎
等
校　

明
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
南
京
国
子
監
刊　

明
修　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

三
十
冊
（
寄
二
十
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.5

×
横14

糎
）
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
上
「
万
暦
二
十
四
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ
、
万
暦
二

十
四
年
鏤
板
記
、
同
二
十
五
年
序
ア
リ
、
明
末
ノ
補
刻
記
ア
リ
、
蔵
印
「
史
記
」
ト
同
ジ

北
斉
書
五
十
巻　
唐
李
百
薬
撰　

明
趙
用
賢
等
校　

明
万
暦
十
六
・
十
七
年
（
一
五
八
八
・
九
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

十
冊
（
寄
二
十
一
函
）

○
版
式
蔵
印
「
南
斉
書
」
ニ
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
十
六
（
十
七
）
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ
、
万
暦
十
六
・
十
七
年
ノ
校
序
ア
リ
、
版
心

上
「
万
暦
十
六
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ

周
書
五
十
巻　
唐
令
孤
徳
棻
等
撰　

明
趙
用
賢
等
校　

明
万
暦
十
六
年
（
一
五
八
八
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

十
冊
（
寄
二
十
一
函
）

○
版
式
蔵
印
「
北
斉
書
」
ト
同
ジ
、
万
暦
十
六
年
ノ
重
刻
序
ア
リ
、
版
心
上
「
万
暦
十
六
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ

隋
書
八
十
五
巻　
唐
魏
徴
撰　

明
季
道
統
等
校　

明
万
暦
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

二
十
冊
（
寄
二
十
二
函
）

○
版
式
蔵
印
「
北
斉
書
」
ト
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
二
十
二
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ

南
史
八
十
巻　
唐
李
延
寿
撰　

明
趙
用
賢
等
校　

明
万
暦
一
七
年
（
一
五
八
九
）・
十
九
年
（
一
五
九
一
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

三
十
冊
（
寄
二
十
一
函
）

○
版
式
蔵
印
「
北
斉
書
」
ト
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
十
七
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ナ
シ
、
万
暦
十
九
年
重
刻
序
ア
リ

北
史
一
百
巻　
唐
李
延
寿
撰　

明
鄧
以
讃
等
校　

明
万
暦
一
九
年
（
一
五
九
一
）・
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵

�

三
十
冊
（
寄
二
十
二
函
）

○
版
式
蔵
印
「
北
斉
書
」
ト
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
十
九
年
刊
」
下
「
刻
工
名
・
字
数
」
ア
リ
、
万
暦
二
十
一
年
ノ
刻
跋
ア
リ

唐
書
二
百
二
十
五
巻
唐
書
釈
音
義
二
十
五
巻　
宋
欧
陽
修
撰　
（
音
）
董
衝
撰　

刊　

明
清
逓
修
（
都
察
院
等
）�

五
十
冊
（
寄
十
八
函
）
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○
四
周
双
辺
不
等
（
内
匡
縦22

×
横14.9

糎
不
等
）
十
行
二
十
二
字
、
白
口
、
双
魚
尾
、
版
心
上
「
成
化
十
八
年
〜
順
治
十
六
刊
」
下
「
都
察
院
補
刊
・

東
廂
王
╱
南
廂
周
同
補
刊
」
等
ト
ア
リ
「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

宋
史
四
百
九
十
六
巻　
（
欠
巻
一
〜
六
十
四
）
元
脱
脱
等
撰　

刊　

明
嘉
靖
万
暦
間
逓
修�

百
四
十
冊
（
寄
十
九
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦20.8

×
横14.3

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
双
魚
尾
不
等
、
版
心
上
「
嘉
靖
三
十
五
年
〜
崇
禎
七
刊
」
下
「
字
数
・
校
者
名
」
ア
リ
、

「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ
、
巻
四
十
ノ
二
十
三
丁
ニ
「
李
裕
写
╱
呉
恵
刊
」
ト
ア
リ
原
刻
ニ
近
シ

遼
史
一
百
十
六
巻　
元
脱
脱
等
撰　

明
張
邦
竒
等
校　

明
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

十
二
冊
（
寄
二
十
四
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦21.2
×
横15

糎
）、
十
行
二
十
二
字
、
白
口
、
双
魚
尾
、
版
心
上
「
嘉
靖
八
年
刊
」、
蔵
印
「
北
斉
書
」
ニ
同
ジ

金
史
一
百
三
十
五
巻　
元
脱
脱
等
撰　

明
張
邦
竒
等
校　

明
嘉
靖
八
年（
一
五
二
九
）南
京
国
子
監
刊　

清
汪
文
柏
摛
藻
堂
旧
蔵�

十
二
冊
（
寄
二
十
四
函
）

○
版
式
蔵
印
「
遼
史
」
ニ
同
ジ
、
版
心
モ
同
ジ

元
史
二
百
十
巻　
明
宋
濂
等
撰　

明
楊
道
賓
等
校　

明
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
北
京
国
子
監
刊�

五
十
冊
（
寄
二
十
六
函
）

○
版
式
蔵
印
「
三
国
志
」
ニ
同
ジ
、
版
心
上
「
万
暦
三
十
年
刊
」
ト
ア
リ

【
編
年
類
】

資
治
通
鑑
二
百
九
十
四
巻
資
治
通
鑑
目
録
三
十
巻　
宋
司
馬
光
撰　

元
胡
三
省
音
注　

明
陳
仁
錫
評
閲　

明
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
序
刊

　

�

合
八
十
七
冊
（
寄
二
十
八
〜
三
十
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦21.2

×
横14.2

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
句
点
・
傍
点
・
傍
線
ヲ
刻
ス
、
明
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
陳
仁
錫
ノ

序
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
ノ
印
ア
リ
、「
目
録
」
ニ
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
加
藤
多
太
夫
（
司
書
）
ノ
メ
モ
ア
リ

宋
元
通
鑑
百
五
十
七
巻　
明
薛
応
旂
撰　

陳
仁
錫
評
閲　

明
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
序
刊
（
寄
三
十
函
）

○
右
「
資
治
通
鑑
」
ト
版
式
同
ジ
、
印
記
モ
同
ジ
、
明
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
薛
応
旂
、
天
啓
六
年
陳
仁
錫
ノ
序
ア
リ



─ 73 ─

資
治
通
鑑
二
百
九
十
四
巻　
存
巻
十
七
〜
二
十
四
（
漢
紀
）、
巻
一
百
八
十
一
〜
一
百
一
八
十
四
（
隋
紀
）、
一
百
八
十
五
〜
二
百
六
（
唐
紀
）　

宋

司
馬
光
撰　

元
胡
三
省
音
注　

石
川
褧
等
校　

天
保
年
間
刊�

十
四
冊
（
雑
一
函
）

○
津
藩
有
造
館
ニ
ヨ
ル
右
ノ
明
刊
本
「
資
治
通
鑑
」
ノ
覆
刻
本

資
治
通
鑑
綱
目
五
十
九
巻
附
前
編
二
十
五
巻　
欠
前
編
巻
一
〜
五　

宋
朱
熹
撰　
（
前
）
明
南
軒
撰　

明
陳
仁
錫
評　

江
戸
前
期
刊　

覆
刻
明
刊
本

�

七
十
五
冊
（
史
七
〜
八
函
）

○
宋
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
朱
熹
ノ
序
、
明
成
化
九
年
（
一
四
七
三
）
御
製
序
、
明
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
史
応
選
ノ
序
ア
リ

鼎
鍥
趙
田
了
凡
袁
先
生
編
纂
古
本
歴
史
大
方
鋼
鑑
補
三
十
九
巻　
明
袁
黄
編　

明
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
余
氏
双
峰
堂
刊　

巻
三

十
七
補
配
江
戸
前
期
刊
本�

二
十
冊
（
史
十
一
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦20.8

×
横13.5
糎
、
上
欄1.8

糎
）、
十
二
行
二
十
八
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
韓
敬
、
同
三
十
四

年
（
一
六
〇
六
）
袁
黄
ノ
序
ア
リ
、
末
ニ
「
万
暦
庚
戌
仲
冬
月
╱
双
峰
堂
余
氏
梓
行
」
ト
蓮
牌
木
記
ア
リ

尺
木
堂
綱
鑑
易
知
録
九
十
二
巻　
清
呉
乗
権
等
撰　

清
刊
（
培
遠
堂
蔵
版
）　

四
十
冊
（
史
十
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦17.6

×
横12.8

糎
、
上
欄2.2

糎
）、
九
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
句
点
・
圏
点
ヲ
刻
ス
、
清
康
熙
五
十
年
（
一
七
一
一
）
ノ

序
ア
リ
、
封
面
ニ
「
培
遠
堂
蔵
版
」
ト
ア
リ

【
紀
事
本
末
類
】

三
藩
紀
事
本
末
四
巻　
清
楊
陸
栄
撰　

清
刊　

覆
刻�

二
冊
（
史
十
二
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦17.5

×
横12.8

糎
）
九
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
清
康
熙
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）
ノ
自
序
ア
リ
、
大
坂
書
物
奉
行
印
ア
リ

皇
朝
武
功
紀
盛
四
巻　
清
趙
翼
撰　

清
刊　

湛
貽
堂
藏
版�

二
冊
（
史
十
二
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦17.4

×
横13

糎
）、
十
一
行
二
十
一
字
、
白
口
単
魚
尾
、
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
盧
文
弨
・
趙
翼
ノ
序
、
封
面
ニ
「
湛
貽
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堂
蔵
版
」
ト
、
大
坂
書
物
奉
行
印
ア
リ

【
別
史
類
】

通
志
二
百
巻　
宋
鄭
樵
撰　

明
陳
宗
虁
校　

清
乾
隆
十
三
年
（
一
九
四
八
）
序
刊　

覆
刻
明
刊
本�

三
二
冊
（
寄
二
七
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦18.5

×
横13.0

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
無
魚
尾
、
元
至
治
二
年
（
一
三
二
二
）
鄭
樵
ノ
序
ア
リ
、
明
正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）

龔
用
卿
、
清
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
于
敏
中
ノ
序
ア
リ
、
封
面
ニ
「
金
匱
山
房
蔵
版
」
ト
ア
リ

弘
簡
録
二
百
五
十
四
巻
続
弘
簡
録
元
史
類
編
四
十
二
巻　
明
邵
経
邦
撰　
（
続
）
清
邵
遠
平
撰　

清
乾
隆
年
間
刊
（
継
善
堂
蔵
版
）

�

百
冊
（
史
四
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.1

×
横14.4
糎
）、
十
二
行
二
十
四
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）
撰
者
序
、
清
康
熙
二
十
七
年
（
一

六
八
八
）
邵
錫
蔭
ノ
序
、
己
未
邵
遠
平
ノ
重
刻
序
ア
リ
、（
続
）
ニ
康
熙
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）
朱
彝
尊
ノ
序
ア
リ
、
乾
隆
帝
ノ
諱
「
弘
」
ヲ
欠

筆
マ
タ
「
宏
」
ニ
改
ム
、
前
記
「
十
七
史
」
ト
同
時
ノ
印

【
雑
史
類
】

貞
観
政
要
十
巻　
唐
吳
兢
撰　

元
戈
直
集
解　

清
嘉
慶
三
年
（
一
七
九
八
）
席
氏
埽
葉
山
房
刊�

六
冊
（
史
十
二
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦17.5

×
横12.8

糎
）、
十
行
二
十
字
、
双
魚
尾
、
封
面
ニ
「
嘉
慶
三
年
重
鐫
╱
埽
葉
山
房
蔵
版
」
ト
ア
リ

【
伝
記
類
】

伊
洛
淵
源
録
新
増
十
四
巻
附
朱
晦
庵
答
呂
伯
恭
論
淵
源
録
一
巻
伊
洛
淵
源
続
録
六
巻　
明
楊
廉
編　
（
続
）
明
謝
鐸
編　

慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
刊
（
京
、
風
月
荘
左
衛
門
）　

覆
刻
明
刊
本�

五
冊
（
子
一
函
）

○
明
弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
謝
鐸
ノ
重
刻
跋
ア
リ
、
慶
安
ノ
木
記
ア
リ
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古
今
万
姓
統
譜
一
百
四
十
巻
附
歷
代
帝
王
姓
系
統
譜
六
巻
氏
族
博
攷
十
四
巻　
明
凌
迪
知
撰　

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊
（
京
、
秋

田
屋
山
本
平
左
衛
門
）　

覆
刻
明
万
暦
刊
本　

四
十
冊
（
史
十
三
函
）

○
明
万
暦
七
年
（
一
五
七
九
）
王
世
貞
、
凌
迪
知
ノ
序
ア
リ
、
版
心
下
部
ニ
「
沈
玄
龍
」
等
、
底
本
ノ
刻
工
名
ア
リ
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
鵜

飼
敬
順
ノ
跋
ア
リ

【
史
評
類
】

史
通
二
十
巻　
唐
劉
知
幾
撰　

明
陸
深
校　

明
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
刊　

野
間
三
竹
・
林
読
耕
斎
旧
蔵�

十
二
冊
（
史
十
一
函
）

○
明
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
陸
深
・
彭
汝
寔
・
李
佶
ノ
序
跋
、
同
十
五
年
楊
名
ノ
跋
ア
リ
、
白
綿
紙
印

東
萊
先
生
音
註
唐
鑑
二
十
四
巻　
宋
范
祖
禹
撰　

呂
祖
謙
注　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
（
京
、
風
月
荘
左
衛
門
）�

六
冊
（
史
十
一
函
）

○
明
弘
治
十
年
（
一
四
九
七
）
白
昴
・
呂
鏜
ノ
序
ア
リ
、
奥
付
「
寛
文
九
年
・
・
╱
・
・
風
月
荘
左
衛
門
発
行
」

【
地
理
類
】

水
經
注
四
十
巻　
後
魏
酈
道
元
撰　

清
乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
）
黃
氏
槐
蔭
草
堂
刊�

十
冊
（
史
十
二
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦17.6

×
横13.3

糎
）、
十
一
行
二
十
一
字
、
線
黒
口
、
単
魚
尾
、
巻
十
末
に
「
歙
県
項
絪
校
刊
」、
四
十
末
ニ
「
重
校
刊
於
槐
蔭
草
堂
」

ト
刻
ス
、
封
面
ニ
「
天
都
黄
暁
峯
校
刊
╱
槐
蔭
草
堂
蔵
版
」
ト
ア
リ
、
明
嘉
靖
十
三
年
（
一
五
三
四
）
黄
省
曾
、
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
王
世

懋
、
同
七
年
（
一
五
七
九
）
朱
謀
諱
、
李
長
庚
ノ
序
、
清
乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
）
黄
晟
跋
ア
リ

大
明
一
統
志
九
十
巻　
明
李
賢
等
奉
敕
撰　

陰
（
蔭
）
山
東
門
（
元
質
）
校　

正
德
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
（
京
、
弘
章
堂
山
本
長
兵
衛
）

�

六
十
冊
（
地
一
函
）

○
明
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
李
賢
等
上
表
、
御
製
序
ア
リ
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
蔭
山
元
質
ノ
序
ア
リ
、
正
徳
三
年
ノ
刊
記
ト
封
面
ア
リ
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【
職
官
類
】

大
唐
六
典
三
十
巻　
唐
玄
宗
撰　

李
林
甫
等
奉
敕
注　

近
衛
家
煕
校　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
序
刊　

初
印�

三
十
冊
（
制
一
函
）

○
宋
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
張
希
亮
等
ノ
校
記
ア
リ
、
明
正
徳
十
年
（
一
五
一
五
）
王
鏊
ノ
序
、
享
保
九
年
近
衛
家
煕
ノ
序
ア
リ
、
上
質
ノ
楮
紙
印

【
政
書
類
】

通
典
二
百
巻　
唐
杜
佑
撰　

清
乾
隆
十
二
年
（
一
七
四
七
）
武
英
殿
刊�

四
十
八
冊
（
寄
四
十
三
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦21.8
×
横14.1

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
上
ニ
「
乾
隆
十
二
年
校
刊
」
ト
ア
リ
、
乾
隆
十
二
年
ノ
御
製
序
、

武
英
殿
監
造
ノ
記
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

文
献
通
考
三
百
四
十
八
巻　
宋
馬
端
臨
撰　

明
末
刊　

清
修�

一
百
二
十
冊
（
寄
三
十
三
・
三
十
四
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.9

×
横13.9

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
句
点
・
声
点
ヲ
刻
ス
、
馬
端
臨
ノ
原
序
ニ
加
エ
、
明
嘉
靖
三
年
（
一
五
二
四
）

御
製
重
刊
序
ア
リ
、
封
面
ニ
「
蔵
版
」
ト
ア
ル
モ
蔵
版
所
ヲ
示
サ
ズ
、
板
面
ハ
摩
滅
多
ク
、
補
刻
箇
所
多
シ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

続
文
献
通
考
二
百
五
十
四
巻　
明
王
圻
撰　

明
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
松
江
府
刊�

六
十
冊
（
寄
三
十
五
函
）

○
左
右
双
辺
）（
内
匡
縦19.8

×
横13.7

糎
）、
十
一
行
二
十
二
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
下
ニ
字
数
・
刻
工
名
ア
リ
、
刻
工
「
王
成
・
張
華
・
高
選
」
等
、

明
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
王
圻
序
、
他
ニ
同
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
ノ
序
ア
リ
、
同
三
十
年
松
江
府
ニ
ヨ
ル
工
費
ヲ

記
シ
タ
刻
記
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

大
明
会
典
二
百
二
十
八
巻
（
万
暦
重
修
）　

明
申
時
行
・
趙
用
賢
等
奉
勅
撰　

明
万
暦
年
間
刊　

巻
第
三
十
〜
三
十
二
補
写�

六
三
冊
（
寄
七
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦22.1

×
横14

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
・
万
暦
ノ
御
製
序
・
勅
諭
ア
リ
、
明
万
暦
十
五
年
（
一

五
八
七
）
申
時
行
等
上
表
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ
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大
明
侓
三
十
巻
附
図
・
表
・
問
刑
條
例
不
分
巻　
明
劉
惟
謙
等
奉
敕
撰　

荻
生
北
溪
（
観
）
校　

江
戸
中
期
刊
（
京
、
風
月
荘
左
衛
門
）

�

九
冊
（
制
八
函
）

○
明
洪
武
七
年
（
一
三
七
四
）
ノ
劉
惟
謙
上
表
、
同
三
十
年
（
一
三
九
七
）
太
祖
御
撰
序
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
荻
生
観
ノ
跋
ア
リ

荒
政
輯
要
九
巻　
清
汪
志
伊
撰　

清
嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
屏
山
堂
刊�

二
冊
（
十
二
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦20.2

×
横12.3

糎
）、
白
口
単
魚
尾
、
清
嘉
慶
十
年
ノ
汪
志
伊
序
、
封
面
ニ
汪
志
伊
ノ
刊
語
ア
リ
、
末
尾
ニ
「
臬
轅
西
首
文
会
斎
廿
鐫
」

ト
ア
リ
、
大
坂
書
物
奉
行
ノ
印
ア
リ

欽
定
科
場
條
例
五
十
八
巻　
清
徳
明
等
奉
敕
編　

清
嘉
慶
九
年
蘇
州
布
政
司
刊�

十
冊
（
制
八
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19

×
横14.8
糎
）
九
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
句
点
、
清
嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
カ
ラ
九
年
（
一
八
〇
四
）
マ
デ
ノ
奉

旨
ア
リ
、
封
面
ニ
「
嘉
慶
九
年
重
刊　

蘇
州
布
政
司
衙
門
蔵
版
」
ト
ア
リ

欽
定
軍
器
則
例
三
十
二
巻　
闕
巻
一
〜
二　

清
刊�

七
冊
（
兵
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横12.8

糎
）
九
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾

【
目
録
類
】

国
史
経
籍
志
六
巻　
明
焦
竑
撰　

江
戸
前
期
刊
（
京
、
野
田
庄
右
衛
門
）�

九
冊
（
史
十
四
函
）

○
巻
題
ニ
「
徐
象
橒
（
許
自
昌
）
校
刊
」
ト
ア
リ
、
版
心
下
部
ニ
「
曼
山
館
」
ト
ア
リ
、「
野
田
庄
右
衛
門
板
行
」
ノ
刊
記
ア
リ

乾
隆
欽
定
四
庫
全
書
総
目
不
分
巻　
清
乾
隆
敕
撰　

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊　

官
版�

六
冊
（
史
十
四
函
）

○
尾
題
下
ニ
「
文
化
二
年
刊
」
ト
、
文
化
五
年
慶
元
堂
和
泉
屋
庄
治
郞
、
古
香
堂
伏
水
屋
宇
兵
衛
ノ
奥
付
・
封
面
ア
リ
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子
部

【
儒
家
類
】

新
語
二
巻　
漢
陸
賈
撰　

明
范
欽
・
范
大
沖
校　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊
（
大
坂
、
積
玉
圃
河
内
屋
喜
兵
衛
）　

覆
刻
明
刊
本�

一
冊
（
子
三
函
）

○
明
万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
范
大
沖
（
范
欽
ノ
男
）
ノ
序
ア
リ

賈
子
新
書
十
巻　
漢
賈
誼
撰　

福
井
敬
斎
校　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
修
（
京
、
田
中
市
兵
衛
等
）�二
冊
（
子
三
函
）

○
書
肆
ハ
京
都
三
書
肆
、
明
正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）
黄
宝
ノ
序
ア
リ
、
寛
政
五
年
福
井
軌
ノ
序
ア
リ
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
ニ
版
木
焼
ケ
再
校

シ
タ
ト

塩
鉄
論
十
二
巻　
漢
桓
寛
撰　

明
張
之
象
注　

伊
藤
東
涯
点　

宝
永
年
間
刊
（
江
戸
、
青
黎
閣
須
原
屋
伊
八
）　

覆
刻
明
刊
本　

朱
筆
校
正
本

�

六
冊
（
子
二
函
）

○
明
嘉
靖
三
十
二
年
（
一
五
五
三
）
張
之
象
ノ
序
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
徳
山
主
人
棲
息
室
ノ
序
、
同
五
年
伊
藤
東
涯
ノ
跋
ア
リ
、
校
正
貼
リ
込

ミ
箇
所
ア
リ

新
序
十
巻　
漢
劉
向
撰　

明
程
栄
校　

平
野
金
華
点　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
（
江
戸
、
錦
山
堂
植
村
藤
三
郎
）　

覆
刻
明
刊
本�

五
冊
（
子
三
函
）

○
宋
曾
鞏
ノ
序
ア
リ

説
苑
二
十
巻　
漢
劉
向
撰　

明
程
栄
校　

寛
文
年
間
刊　

後
印
（
江
戸
、
須
原
屋
茂
兵
衛
）　

覆
刻
明
刊
本�

五
冊
（
子
三
函
）

○
宋
曾
鞏
ノ
序
、
明
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
何
良
俊
ノ
序
ア
リ
、
刊
記
ハ
入
木

新
纂
門
目
五
臣
音
注
揚
子
法
言
十
巻　
漢
揚
雄
撰　

晋
李
軌
・
唐
柳
宗
元
・
宋
宋
咸
・
呉
秘
・
司
馬
光
注　

明
嘉
靖
年
間
刊�

三
冊
（
子
三
函
）
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○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横13.5

糎
）、
八
行
十
七
字
、
白
口
、
白
綿
紙
印
、「
監
本
五
臣
音
註
揚
子
法
言
」
ト
モ
題
ス

楊
子
文
編
（
目
次
題
）　

漢
楊
雄
撰　

明
後
期
刊�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.2

×
横11.5

糎
）
九
行
二
十
五
字
、
白
口
、
小
字
写
刻
体
、
句
点
傍
点
ア
リ

潜
夫
論
十
巻　
漢
王
符
撰　

奥
田
元
継
点　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
（
大
坂
、
六
藝
堂
田
原
平
兵
衛
）�

五
冊
（
子
三
函
）

○
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
那
波
魯
堂
ノ
序
、
同
六
年
奥
田
元
継
ノ
跋
ア
リ
、
三
都
六
肆
ノ
奥
付
、
封
面
ニ
「
六
藝
堂
鐫
」
ト
ア
リ

中
説
十
巻　
旧
題
隋
王
通
撰　

宋
阮
逸
注　

明
嘉
靖
年
間
刊�

二
冊
（
子
三
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦18

×
横13.5
糎
）、
八
行
十
七
字
、
白
口
、
白
綿
紙
印
、
前
出
「
揚
子
法
言
」
ト
同
時
刊

　
　
　

○

太
極
図
説　
宋
朱
熹
撰　

熊
谷
立
閑
鼇
頭
点　

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
（
江
戸
、
須
原
茂
兵
衛
）�

一
冊
（
経
五
函
）

○
宋
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
朱
熹
跋
、
熊
谷
立
閑
ノ
跋
ア
リ
、
元
禄
十
三
年
ノ
刊
記

周
子
全
書
七
巻　
闕
巻
二
〜
四　

宋
周
敦
頤
撰　

宋
朱
熹
等
編　

明
徐
必
達
校　

延
宝
年
間
刊　

覆
刻
明
刊
本�

二
冊
（
子
二
函
）

○
明
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
徐
必
達
ノ
序
ア
リ
、
版
心
ニ
底
本
ノ
刻
工
「
毛
有
為
刻
」
等
ア
リ

張
氏
全
書
十
五
巻　
宋
張
載
撰　

宋
朱
熹
等
編　

明
徐
必
達
校　

安
井
真
祐
点　

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊　

覆
刻
明
刊
本�

十
冊
（
子
二
函
）

○
周
子
全
書
ト
合
刻
、
延
宝
二
年
安
井
真
祐
跋
、
同
三
年
ノ
刊
記
ア
リ

二
程
全
書
六
十
八
巻　
宋
程
顥
・
程
頤
撰　

朱
熹
編　

明
徐
必
達
校　

寛
文
年
間
刊　

覆
刻
明
刊
本�

二
十
冊
（
子
一
函
）

○
明
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
徐
必
達
ノ
序
ア
リ

朱
子
語
類
一
百
四
十
巻　
宋
朱
熹
撰　

黎
靖
徳
編　

明
陳
煒
校　

鵜
飼
石
斎
・
安
井
真
祐
点　

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊　

寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
印
（
大
坂
、
泉
本
八
兵
衛
等
）�

四
十
冊
（
子
一
函
）

○
封
面
ニ
「
風
月
堂
・
崇
高
堂
」
ト
ア
リ
、
明
成
化
九
年
（
一
四
七
三
）
ノ
序
、
跋
ア
リ
、
明
万
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
ノ
序
ア
リ
、
寛
文
八
年
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安
井
真
祐
ノ
校
点
跋
ア
リ

　
　
　

○

小
学
句
読
六
巻　
明
陳
選
撰　

題
林
道
春
点　

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
刊
（
京
、
北
村
四
郎
兵
衛
）�

二
冊
（
子
一
函
）

大
学
衍
義
補
一
百
六
十
巻
首
一
巻
序
目
一
巻　
明
丘
濬
撰　

陳
仁
錫
評
閲　

福
井
軌
点　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序
刊
（
丹
波
、
篠
山
藩
蔵
版
・

大
坂
、
柏
原
屋
武
助
、
清
右
衛
門
）�

六
十
冊
（
経
十
一
）

○
明
成
化
二
十
三
年
（
一
四
八
七
）
丘
濬
、
弘
治
一
年
（
一
四
八
八
）
周
洪
謨
、
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
御
製
序
、
寛
政
四
年
福
井
軌
ノ
序
ア

リ
、
奥
付
ニ
「
丹
陽
篠
山
侯
蔵
版　

浪
華
柏
原
屋
清
右
衛
門
・
武
助
」
ト
ア
リ
、

卓
吾
先
生
批
評
龍
谿
王
先
生
語
録
鈔
八
巻　
明
王
畿
撰　

李
贄
評　

明
万
暦
年
間
蘇
州
閭
門
刊�

八
冊
（
子
二
函
）

○
全
紙
裏
打
、
日
本
ニ
テ
改
装
、
封
面
ニ
「
蘇
州
閭
門
重
刻
」
ト
ア
リ
、
明
万
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
序
ア
リ
、
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.6

×
横

13.6

糎
）、
九
行
十
八
字
、
白
口
、
句
点
・
傍
点
・
圏
点
ヲ
刻
ス
、
版
心
ニ
「
秣
陵　

楊
応
時
書　

梅
仕
見
刻
」
ト
ア
リ
、
朱
墨
ノ
書
入
ア
リ

【
兵
家
類
】

七
書
七
巻　
存
巻
五
（
三
略
）
巻
六
（
六
韜
）
巻
七
（
唐
大
宗
李
衛
公
問
対
）　

溪
百
年
校　

江
戸
後
期
刊
（
大
阪
、
文
金
堂
河
内
屋
太
助
）

�

一
冊
（
兵
一
函
）

○
末
ニ
文
金
堂
製
本
目
録
（
河
内
屋
太
助
）
ヲ
附
ス

紀
効
新
書
十
八
卷
首
一
卷　
明
戚
繼
光
撰　

明
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
嶺
南
明
雅
堂
江
殿
卿
刊　

後
印�

八
冊
（
兵
一
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.3

×
横13.6

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
封
面
ニ
「
本
堂
蔵
版
」、
明
万
暦
二
十
三
年
周
世
選
ノ
序
ア
リ
、
目
録
末
、

巻
末
ニ
「
嶺
南
書
林
明
雅
堂
江
殿
卿
重
刻
発
行
」
ト
ア
リ

経
国
雄
略
四
十
八
巻　
明
鄭
大
郁
編　

清
初
期
刊
（
三
槐
堂
）�

二
十
五
冊
（
史
六
函
）
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天
経
攷
三
巻
畿
甸
攷
五
巻
省
藩
攷
四
巻
河
防
攷
四
巻
海
防
攷
三
巻
江
防
攷
三
巻
賦
徭
攷
二
巻
賦
税
攷
二
巻
屯
政
攷
二
巻
辺
塞
攷
六
巻
四
夷
攷
二
巻
奇
門

攷
三
巻
武
備
攷
九
巻

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横13.2

糎
）、
八
行
二
十
字
、
白
口
、
無
魚
尾
、
版
心
下
部
ニ
「
観
社
」
ト
ア
リ
、
句
点
ヲ
刻
ス
、
首
ニ
観
社
主
人
鄭
大

郁
ノ
序
、
紀
例
ア
リ

武
備
志
二
百
四
十
卷　
明
茅
元
儀
撰　

鵜
飼
石
斎
点　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊　

後
印
（
大
坂
、
森
本
文
金
堂
河
内
屋
太
助
）

�

八
十
一
冊
（
兵
二
函
）

○
明
天
啓
一
年
（
一
六
二
一
）
撰
者
、
李
維
貞
、
顧
起
元
等
ノ
序
ア
リ
、
巻
一
首
版
心
下
ニ
「
秣
陵
章
弼
写　

高
梁
刻
」
ト
底
本
ノ
工
者
名
ア
リ
、
寛

文
四
年
ノ
刊
記
、
文
金
堂
ノ
広
告
ア
リ

【
農
家
類
】

泰
西
水
法
五
巻　
泰
西
熊
三
祓
撰　

明
除
光
啓
筆
記　

李
之
藻
訂　

江
戸
末
期
写�

二
冊
（
子
二
函
）

○
明
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
著
者
等
ノ
序
ア
リ
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
松
下
見
林
跋
ア
リ
、
九
行
十
六
字
、
字
面
高
サ18.5

糎
、
全
文
一
筆
、

訓
点
ナ
シ
、
朱
ノ
句
点
ア
リ

【
天
文
算
法
類
】

天
経
或
問
二
巻
序
目
図
一
巻
附
大
略
天
学
名
目
鈔　
明
游
藝
編　

方
以
智
鑑
定　

余
明
校　

西
川
如
見
点　

江
戸
中
期
刊
（
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
）

�

四
冊
（
子
二
函
）

○
明
張
自
烈
・
方
以
智
等
ノ
原
序
ア
リ
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
西
川
如
見
等
ノ
序
跋
ア
リ
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【
術
数
類
】

楊
子
太
玄
経
十
巻　
漢
楊
雄
撰　

宋
司
馬
光
注　

明
刊�

三
冊
（
子
三
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.9

×
横11.5

糎
）
九
行
二
十
五
字
、
白
口

【
雑
家
類
】

　
　
（
雑
学
）

呂
氏
春
秋
二
十
六
巻　
存
巻
十
七
〜
二
十　

秦
呂
不
韋
撰　

漢
高
誘
注　

江
戸
後
期
刊�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
「
風
月
」
印
ア
リ

顔
氏
家
訓
二
巻　
北
斉
顔
之
推
撰　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
（
村
田
庄
五
郎
）　

覆
刻
明
刊
本�

二
冊
（
子
二
函
）

○
巻
頭
ニ
「
建
寧
府
通
判
廬
陵
羅
春
刊
」
ト
題
ス

　
　
（
雑
考
）

白
虎
通
徳
論
四
巻　
漢
班
固
撰　

明
郎
壁
金
訂　

鵜
飼
石
斎
点　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊　

覆
刻
明
刊
本　

唐
本
仕
立�

二
冊
（
子
三
函
）

○
明
嘉
靖
一
年
（
一
五
二
二
）
冷
宗
元
ノ
序
、
王
世
貞
「
読
白
虎
通
」、
明
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
郎
壁
金
ノ
題
辞
ア
リ

独
断
二
巻　
漢
蔡
邕
撰　

明
程
栄
校　

江
戸
中
期
刊
（
京
、
玉
樹
堂
唐
本
屋
吉
左
衛
門
）�

一
冊
（
制
八
函
）

○
末
ニ
玉
樹
堂
儒
書
蔵
板
目
録
ア
リ

容
斎
随
筆
十
六
巻
続
筆
十
六
巻
三
筆
十
六
巻
四
筆
十
六
巻
五
筆
十
巻　
宋
洪
邁
撰　

清
嘉
慶
道
光
年
間
刊�

十
六
冊
（
随
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19

×
横13

糎
）、
九
行
十
八
字
、
線
黒
口
、
宋
嘉
定
五
年
（
一
二
一
二
）
何
異
、
明
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
李
瀚
、
明
崇

禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
馬
元
調
ノ
序
ア
リ
、
又
章
謝
ノ
重
刻
容
斎
随
筆
五
集
序
ア
リ



─ 83 ─

陳
眉
公
重
訂
野
客
叢
書
十
二
巻
附
附
録　
宋
王
楙
撰　

明
陳
継
儒
訂　

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊　

後
修
（
尾
張
、
風
月
孫
助
、
京
、
風
月

荘
左
衛
門
）�

六
冊
（
随
二
函
）

○
附
録
最
後
葉
後
修

校
訂
困
学
紀
聞
集
証
二
十
巻　
宋
王
応
麟
撰　

清
万
希
槐
集
証　

屠
継
序
校　

清
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
）
刊
（
山
寿
斎
胡
氏
蔵
版
）

�

十
二
冊
（
随
一
函
）

○
十
一
行
二
十
五
字
、
封
面
ニ
嘉
慶
乙
卯
年
春
季
新
鐫
ト
ア
リ
、
大
坂
書
物
奉
行
印

丹
鉛
総
録
二
十
七
巻　
明
楊
慎
撰　

明
万
暦
年
間
刊�

十
冊
（
随
一
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19.3

×
横14
糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
字
の
刻
工
名
ア
リ
、
有
補
鈔

通
雅
五
十
二
巻
首
三
巻　
明
方
以
智
撰　

清
姚
文
爕
校　

江
戸
後
期
刊
（
立
教
館
）　

初
印�

二
十
八
冊
（
字
二
函
）

○
明
崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
方
以
智
ノ
序
、
同
十
六
年
ノ
方
以
智
ノ
序
・
凡
例
ア
リ
、
清
康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
姚
文
爕
・
銭
澄
ノ
序
ア
リ
、

封
面
ニ
立
教
館
校
鐫
ト
ア
リ　

上
製
本

簷
曝
雑
記
六
巻　
清
趙
翼
撰　

清
末
刊�

二
冊
（
随
一
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦17.3

×
横13

糎
）、
十
一
行
二
十
一
字
、
白
口

　
　
（
雑
説
）

風
俗
通
義
十
巻　
漢
応
劭
撰　

明
鍾
惺
評　

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
刊
（
飯
田
忠
兵
衛
）　

覆
刻
明
刊
本　

唐
本
仕
立�

一
冊
（
子
二
函
）

○
応
劭
ノ
自
序
、
元
大
徳
十
一
年
（
一
三
〇
七
）
李
果
ノ
序
、
明
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
郎
壁
金
ノ
題
辞
ア
リ

千
百
年
眼
十
二
巻　
明
張
燧
撰　

范
明
泰
閲　

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊
（
小
浜
、
拡
充
堂
吹
田
伝
右
衛
門
）�

六
冊
（
随
三
函
）

○
奥
付
ニ
若
北
拡
充
堂
蔵
版
、
京
都
風
月
荘
左
衛
門
、
海
老
屋
善
七
、
明
和
丁
亥
歳
五
月
発
行
ト
ア
リ

焦
氏
筆
乗
六
巻　
明
焦
竑
撰　

謝
與
棟
等
校　

江
戸
前
期
刊　

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
印
（
京
、
林
甚
右
衛
門
）�

五
冊
（
随
三
函
）
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○
巻
末
刊
記
は
入
木

池
北
偶
談
二
十
六
巻　
清
王
士
禎
撰　

王
廷
掄
校　

清
刊
（
文
粋
堂
）　

覆
刻�

十
冊
（
随
二
函
）

○
左
右
双
辺
十
一
行
二
十
三
字
、
封
面
ニ
文
粋
堂
蔵
版
、
康
熙
年
間
原
刊
本
の
覆
刻

　
　
（
雑
品
）

弦
雪
居
重
訂
遵
生
八
牋
十
九
巻　
明
高
濂
撰　

明
鍾
惺
訂　

明
天
啓
崇
禎
年
間
刊　

逓
修�

二
十
冊
（
随
一
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.2
×
横11.4

糎
）、
九
行
十
八
字
、
白
口
、
句
点
・
圏
点
ヲ
刻
ス
、
尾
題
ニ
「
永
懐
堂
重
訂
」
ト
ア
リ
、
封
面
ニ
「
課
花
書
屋
蔵
版
」

ト
ア
リ

　
　
（
雑
纂
）

琅
邪
代
醉
編
四
十
巻
序
目
一
巻　
明
張
鼎
思
撰　

陳
性
学
等
校　

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊�

二
十
三
冊
（
随
二
函
）

○
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
ノ
陳
性
学
、
同
年
張
鼎
思
ノ
序
、
同
二
十
六
年
黄
天
全
ノ
後
序
ア
リ
、
延
宝
三
年
開
板
ノ
刊
記
ア
リ

　
　
（
雑
編
）

羣
書
治
要
五
十
巻　
原
闕
巻
四
・
十
三
・
二
十　

闕
巻
一
・
二　

唐
魏
徴
等
奉
勅
撰　

細
井
徳
民
等
校　

天
明
刊（
尾
張
藩
）初
印�

二
十
四
冊（
類
四
函
）

諸
子
彙
函
二
十
六
巻
首
目
一
巻　
明
帰
有
光
編　

文
震
孟
参
訂　

明
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
序
刊�

二
十
六
冊
（
類
三
函
）

○
九
行
十
八
字

【
小
説
家
類
】

　
　
（
雑
事
）

西
京
雑
記
六
巻　
晋
葛
洪
撰　

明
程
栄
校　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊�

二
冊
（
随
三
函
）

李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
二
十
巻　
宋
劉
義
慶
撰　

梁
劉
孝
標
注　

明
李
贄
批
点　

元
録
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
（
京
、
林
九
兵
衛
）　

覆
刻
明
刊
本
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�

十
冊
（
史
十
二
函
）

○
明
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
王
世
貞
、
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
同
十
三
年
（
一
五
八
五
）
王
世
懋
、
同
十
四
年
（
一
五
八
六
）
陳
文
燭
ノ
序

ア
リ
、「
外
舎
」
印
ア
リ

輟
畊
録
三
十
巻　
明
陶
宗
儀
撰　

江
戸
前
期
刊　

覆
刻
明
刊
本�

八
冊
（
随
二
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦20.3

×
横12.3

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口

　
　
（
異
聞
）

山
海
経
十
八
巻　
　

晋
郭
璞
撰　
　

清
乾
隆
間
黃
氏
槐
蔭
草
堂
刊�

二
冊
（
史
十
二
函
）

○
前
記
「
水
経
注
」
ト
同
時
同
人
ノ
出
版

【
類
書
類
】

藝
文
類
聚
一
百
巻　
唐
欧
陽
詢
等
奉
勅
撰　

明
王
元
貞
校　

明
末
刊
（
贒
諌
堂
）�

三
十
二
冊
（
類
五
函
）

○
十
行
二
十
字
、
湯
聘
尹
ノ
重
刊
序
ア
リ

太
平
御
覧
一
千
巻
目
録
十
五
巻
経
史
図
書
綱
目
一
巻　
宋
李
昉
等
奉
勅
撰　

清
鮑
崇
城
校　

清
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
序
刊

�

一
百
二
冊
（
叢
五
・
六
函
）

○
十
三
行
二
十
二
字
、
清
嘉
慶
十
七
年
（
一
八
一
二
）
阮
元
、
嘉
慶
二
十
三
年
鮑
崇
城
ノ
各
序
ア
リ

新
編
古
今
事
文
類
聚
前
集
六
十
巻
目
二
巻
後
集
五
十
巻
目
二
巻
続
集
二
十
八
巻
目
一
巻
別
集
三
十
二
巻
目
一
巻
新
集
三
十
六

巻
目
二
巻
外
集
十
五
巻
目
一
巻
遺
集
十
五
巻
目
一
巻　
宋
祝
穆
撰　
（
新
・
外
）
元
富
大
用
撰　
（
遺
）
元
祝
淵
撰　

明
唐
富
春
校　

寛
文
六
年
（
一

六
六
六
）
刊
（
京
、
八
尾
勘
兵
衛
友
久
）　

覆
明
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
唐
氏
刊
本�

百
冊
（
類
一
・
二
函
）

○
明
万
暦
三
十
二
年
唐
冨
春
ノ
刊
序
ア
リ
、
末
ニ
寛
文
六
年
林
鵞
峰
ノ
跋
ア
リ



─ 86 ─

玉
海
二
百
四
巻
附
辞
学
指
南
四
巻
・
詩
攷
一
巻
・
詩
地
理
攷
六
巻
・
漢
藝
文
志
考
證
十
巻
・
通
鑑
地
理
通
釈
十
四
巻
・
周
書

王
会
一
巻
・
漢
制
攷
四
巻
・
踐
祚
篇
集
解
一
巻
・
急
就
四
巻
・
小
学
紺
珠
十
巻
・
姓
氏
急
就
篇
二
巻
・
六
経
天
文
篇
二
巻
・

周
易
鄭
康
成
注
一
巻
・
通
鑑
答
問
五
巻　
宋
王
應
麟
撰　

清
熊
本
校　

元
至
元
六
年
（
一
二
六
九
）
慶
元
路
儒
学
刊　

明
正
德
一
年
（
一
五
〇
六
）

〜
清
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
遞
修�

百
二
十
冊
（
制
二
〜
四
函
）

○
元
至
元
六
年
・
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）
ノ
序
、
明
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
ノ
補
刊
記
、
明
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
重
修
玉
海
書
、
万
暦

十
七
年
（
一
五
八
九
）
趙
用
賢
ノ
引
ア
リ
、
版
心
上
象
鼻
ニ
正
徳
二
年
カ
ラ
乾
隆
五
十
六
年
ノ
年
号
ア
リ

天
中
記
六
十
巻　
明
陳
耀
文
撰　

明
屠
隆
等
校　

明
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
序
刊　

巻
三
十
六
・
三
十
七
補
写�

六
十
冊
（
類
六
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.2

×
横12.9
糎
）、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
陳
文
燭
、
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
ノ
序
ア
リ

増
続
会
通
韻
府
群
玉
三
十
八
巻　
元
陰
時
夫
編　

陰
中
夫
注　

包
瑜
続
編　

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
刊
（
京
、
田
中
長
左
衛
門
）　

古
活
字
印

�

三
十
七
冊
（
字
五
函
）

○
栗
皮
表
紙
、
四
周
双
辺
（
内
匡
縦21.9

×
横16.1
糎
）、
十
行
十
八
字
、
双
花
口
魚
尾

麗
藻
・
麗
藻
典
故
計
八
巻　
明
鄧
志
謨
撰　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
（
京
、
汲
古
堂
河
南
儀
兵
衛
）�

四
冊
（
集
十
三
函
）

○
封
面
に
汲
古
堂
ト
ア
リ
、
刊
記
ハ
印
記
ノ
如
ク
捺
ス

十
三
経
類
語
十
四
巻　
明
羅
万
藻
編　

魯
重
民
纂
注　

明
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
序
刊　

写
刻
体�

八
冊
（
類
三
函
）

○
八
行
二
十
二
字
、
崇
禎
十
三
年
魯
重
民
ノ
「
紀
略
」
ア
リ

【
道
家
類
】

文
始
真
経
三
巻
（
関
尹
子
）　

旧
題
周
尹
喜
撰　

白
井
真
純
校　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊
（
京
、
山
城
屋
茂
左
衛
門
）�

一
冊
（
子
三
函
）

○
尹
喜
ノ
図
像
一
葉
ア
リ
、
元
文
四
年
白
井
真
純
ノ
序
、
同
五
年
ノ
木
麟
洞
ノ
跋
ア
リ
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集
部

【
楚
辞
類
】

楚
辞
十
七
巻
楚
辞
音
一
巻　
前
漢
劉
向
編　

後
漢
王
逸
注　
（
音
）
崇
文
堂
編　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
刊
（
江
戸
、
前
川
六
左
衛
門
）

�

六
冊
（
集
五
函
）

○
音
ノ
末
ニ
崇
文
堂
ノ
識
語
ア
リ
、
外
舎
印
ア
リ

楚
辞
十
七
巻
（
楚
辞
箋
注
）　

後
漢
王
逸
注　

宋
洪
興
祖
補
注　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
（
京
、
風
月
荘
左
衛
門
等
）�

四
冊
（
集
五
函
）

○
末
ニ
柳
美
啓
ノ
刊
語
ア
リ
、
明
汲
古
閣
本
ニ
拠
ル
ト
ア
リ
、
版
心
ニ
所
々
「
汲
古
閣
」
ト
ミ
ユ

【
別
集
類
】

分
類
補
註
李
太
白
詩
二
十
五
巻
年
譜
一
巻
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
二
十
巻
附
杜
工
部
文
集
二
巻
（
合
刻
李
杜
詩
集
）　

唐
李
白
・
杜

甫
撰　
（
李
）
宋
楊
斉
賢
集
注　

元
蕭
士
贇
補
注　
（
李
白
年
譜
）
宋
薛
仲
邕
撰　
（
杜
）
宋
黄
鶴
補
注　

明
許
自
昌
校　

明
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）

許
自
昌
刊�

十
二
冊
（
集
六
函
）

○
左
右
双
辺
、
九
行
二
十
字
、
白
口
、
王
穉
登
ノ
合
刻
李
杜
詩
集
序
、
万
暦
三
十
年
許
自
昌
ノ
刻
李
杜
全
集
小
引
ア
リ

杜
律
集
解
五
言
四
巻
七
言
二
巻
（
鼇
頭
増
広
本
）　

明
邵
傅
撰　

陳
学
楽
校　

清
水
玄
迪
標
注　

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊
（
京
、
美
濃
屋
彦
兵
衛
）

�

六
冊
（
集
五
函
）

○
元
禄
八
年
宇
都
宮
遯
庵
ノ
跋
ア
リ
、「
句
読
所
」
印
ア
リ
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唐
韓
昌
黎
集
四
十
巻
読
韓
集
叙
説
・
唐
韓
昌
黎
集
附
録
・
遺
文
各
一
巻
唐
韓
昌
黎
外
集
十
巻
唐
柳
河
東
集
四
十
五
巻
読
柳
州

叙
説
・
唐
柳
河
東
集
遺
文
一
巻
唐
柳
河
東
外
集
二
巻　
唐
韓
愈
・
柳
宗
元
撰　

明
蒋
之
翹
輯
注　

鵜
飼
石
斎
点　

万
治
三
年
寛
文
四
年
（
一

六
六
〇
・
一
六
六
四
）
刊　

後
印
（
京
、
中
江
久
四
郎
）�

（
韓
）
二
十
六
冊
（
柳
）
二
十
四
冊
（
集
七
函
）

○
韓
文
ノ
万
治
、
柳
文
ノ
寛
文
各
刊
記
ハ
入
木
デ
ト
モ
ニ
中
江
氏

白
氏
長
慶
集
七
十
一
巻
目
録
二
巻　
欠
巻
三
十
九
〜
四
十
一
、
六
十
八
〜
七
十
一　

唐
白
居
易
撰　

明
馬
元
調
校　

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
刊

　

初
印　

�

三
十
二
冊
（
集
四
函
）

　
　
　

○

王
陽
明
先
生
全
集
二
十
二
巻　
明
王
守
仁
撰　

清
兪
嶙
編　

清
刊
（
敦
厚
堂
蔵
版
）　

覆
康
熙
年
間
刊
本�

二
十
四
冊
（
集
三
函
）

○
四
周
双
辺
、
九
行
十
九
字
、
白
口
、
封
面
ニ
敦
厚
堂
蔵
版
ト
、
康
熙
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
鄔
景
従
序
ア
リ
、
大
坂
書
物
奉
行
印

太
史
升
庵
文
集
八
十
一
巻　
明
楊
慎
撰　

明
趙
開
美
校　

明
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
跋
刊　

軟
体
字�

二
十
冊
（
寄
八
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦21.3

×
横13.4

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
蔡
汝
賢
等
跋
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」

印
ア
リ

升
庵
外
集
一
百
巻　
明
楊
慎
撰　

焦
竑
編　

顧
起
元
校　

明
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）
序
刊�

二
十
冊
（
寄
八
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.5

×
横14.1

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
明
万
暦
四
十
五
年
顧
起
元
序
、
同
四
十
五
年
（
一
六
一
八
）
王
煇
序
ア
リ

副
墨
五
巻　
明
汪
道
昆
撰　

清
抄
本�

五
冊
（
集
十
二
函
）

○
四
周
双
辺
ノ
刷
罫
紙
、
九
行
十
八
字
、
版
心
下
方
ニ
「
南
昌
山
蔵
」

滄
溟
先
生
集
三
十
巻
附
録
一
巻　

明
李
攀
龍
撰　

明
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
序
刊�

十
六
冊
（
集
八
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.2

×
横13.9

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
白
紙
、
隆
慶
六
年
張
佳
胤
序
ア
リ
、「
新
安
呉
氏
書
画
之
印
」
ア
リ
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弇
州
山
人
四
部
稿
賦
二
巻
風
雅
一
巻
詩
五
十
一
巻
文
八
十
四
巻
詩
四
十
二
巻
通
計
一
百
八
十
巻
目
録
十
二
巻　
明
王
世
貞
撰　

明
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
汪
氏
世
経
堂
刊　

荻
生
徂
徠
説
書
入
本
、
朱
墨
句
点
ノ
書
入�

三
十
二
冊
（
集
七
函
）

○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦19.9

×
横14.8

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
下
象
鼻
ニ
「
世
経
堂
刻
」、
万
暦
五
年
汪
道
昆
序
ア
リ

弇
州
山
人
続
稿
二
百
七
巻
目
録
十
巻　
明
王
世
貞
撰　

明
末
刊　

四
十
六
冊
（
集
九
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.7

×
横12.7

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
王
釈
爵　

劉
鳳　

李
継
楨
ノ
序
、
朱
点
書
入
多
シ

甔
甀
洞
藁
二
十
巻
目
録
一
巻　
明
呉
国
倫
撰　

明
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
序
刊�

十
四
冊
（
集
十
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.6
×
横14
糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
万
暦
十
三
年
許
国
、
王
世
貞
ノ
序
ア
リ

甔
甀
洞
続
藁　
詩
部
十
二
巻
文
部
十
五
巻
目
録
一
巻　

明
呉
国
倫
撰　

馮
夢
禎
校　

明
万
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
馬
攀
龍
刊�

特
大
二
十
冊
（
集
十
函
）

○
縦29.4

横18.6

糎
ノ
特
大
本
、
原
刷
題
箋
ヲ
添
エ
ル
、
四
周
単
辺
（
内
匡
縦20.7

×
横13.9

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
刻
工
名
（
蒋
維
勝
、
蒋
継
祖
、

蒋
承
意
等
）
ア
リ
、
白
紙
、
万
暦
二
十
三
年
郭
子
章
、
三
十
一
年
李
維
楨
・
鄧
原
岳
序
、
文
巻
第
十
五
ハ
補
鈔
、「
勿
折
角
勿
巻
脳
・
・
・
」
ノ
長

文
蔵
印
ア
リ

古
今
振
雅
雲
箋
□
巻　
存
巻
一　

明
徐
渭
編　

張
嘉
和
訂　

明
末
刊�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦19.8

×
横2.8

糎
）
無
界
、
九
行
十
八
字
、
白
口

広
荘　
明
袁
宏
道
撰　

江
戸
写�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
「
陽
秋
亭
」
ト
柱
下
方
ニ
刻
ス
刷
リ
罫
紙
（
九
行
）
二
十
八
字
詰
デ
書
写
ス
、
全
文
一
手

　
　
　

○

西
河
合
集　
清
毛
奇
齢
撰　

清
嘉
慶
年
間
刊�

百
二
十
冊
（
寄
五
・
六
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦18.6

×
横13.5

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
無
魚
尾
、
傍
点
圏
点
ヲ
刻
ス
、
清
乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
陶
杏
秀
、
嘉
慶

一
年
（
一
七
九
六
）
阮
元
ノ
序
ア
リ
、
清
梁
清
標
ノ
題
書
等
ア
リ
、
第
八
十
一
冊
首
ニ
封
面
ア
リ
「
蕭
山
陸
凝
瑞
堂
蔵
版
」
ト
ア
リ
、「
念
終
始
╱
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典
于
学
」
印
ア
リ

【
総
集
類
】

　
　
（
断
代
）

唐
詩
品
彙
九
十
巻
唐
詩
拾
遺
十
巻　
明
高
棅
編　

明
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）
許
自
昌
序
刊�

十
五
冊
（
集
六
函
）

○
左
右
双
辺
、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
明
洪
武
二
十
六
年
（
一
三
九
三
）
高
棅
序
、
万
暦
三
十
三
年
許
自
昌
序
、「
歴
代
名
公
叙
論
」「
詩
人
爵
里
詳
節
」

ヲ
附
ス
、「
外
舎
」
印
ア
リ

唐
詩
拾
遺
十
巻　
存
巻
五
〜
七　

明
高
棅
編　

張
恂
訂　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
（
忘
憂
館
）　

木
活�

二
冊
（
雑
一
函
）

○
「
唐
詩
品
彙
」
ノ
附
録
部
分
ノ
ミ
翻
刻
シ
タ
モ
ノ
、
版
心
下
部
ニ
「
忘
憂
館
蔵
」
ト
ア
リ
、
寛
政
九
年
ノ
刊
記
ア
リ
、「
風
月
」「
終
日
詰
」
印
ア
リ

明
高
廷
礼
唐
詩
正
声
二
十
二
巻
附
詩
人
世
次
爵
里
補
遺
（
唐
詩
正
声
箋
注
）　

明
高
棅
編　

東
〔
夢
亭
〕（
褧
）
箋
注　

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

刊
（
東
褧
古
人
居
蔵
版
）�

十
冊
（
集
五
函
）

○
封
面
奥
付
ニ
南
勢
古
人
居
蔵
版
ト
ア
リ

明
文
奇
賞
四
十
巻　
明
陳
仁
錫
評
選　

沈
国
元
校　

明
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
序
刊�

二
十
四
冊
（
集
十
一
函
）

○
四
周
単
辺
（
内
匡
縦21.9

×
横13.5

糎
）、
十
行
二
十
一
字
、
白
口
、
無
界
、
傍
点
ヲ
刻
ス
、
天
啓
三
年
陳
仁
錫
序
ア
リ
、

　
　
（
通
代
）

古
詩
賞
析
二
十
二
巻
首
一
巻　
清
張
玉
穀
選
解　

清
刊　

覆
刻
乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
張
氏
楽
圃
斎
蔵
版
本�

十
冊
（
集
六
函
）

○
封
面
ニ
楽
圃
斎
蔵
版
ト
ア
リ
、
乾
隆
三
十
七
年
張
氏
序
ア
リ
、
張
氏
家
刻
本
ヲ
封
面
モ
ソ
ノ
マ
マ
覆
刻
セ
シ
ナ
ラ
ン

文
体
明
辨
六
十
一
巻　
存
巻
五
・
六　

明
徐
師
曾
撰　

江
戸
前
期
刊�

一
冊
（
雑
一
函
）

漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集　
明
張
溥
編　

清
刊　

覆
明
崇
禎
間
刊
本�

八
十
四
冊
（
集
一
・
二
函
）
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○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦20.2

×
横13.3

糎
）、
九
行
十
八
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、「
漢
賈
誼
集
」
カ
ラ
「
隋
薛
道
衡
集
」
マ
デ

【
尺
牘
類
】

滄
溟
先
生
尺
牘
三
巻　
明
李
攀
龍
撰　

張
所
敬
編　

潘
煥
宸
校　

田
良
暢
（
田
中
蘭
陵
）
点　

宝
暦
一
年
（
一
七
五
一
）
刊
（
江
戸
、
嵩
山
房
小
林

新
兵
衛
）�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
服
部
南
郭
序
、
同
十
五
年
田
中
蘭
陵
ノ
跋
、
刊
記
ニ
「
原
本
享
保
十
五
年
、
新
刊
宝
暦
元
年
、
江
戸
嵩
山
房
小
林
新
兵

衛
」
ト

弇
州
先
生
尺
牘
選
二
巻　
明
王
世
貞
撰　

沈
一
貫
選　

曽
有
原
（
増
野
雲
門
）
校　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
十
月
序
刊　

後
印
（
大
坂
、
嘉
嚮
堂

上
田
卯
兵
衛
等
）�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
曽
有
原
跋
ハ
寛
保
一
年
（
一
七
四
一
）
十
二
月
、
序
（
山
縣
周
南
）
ハ
同
二
年
十
月
、
刊
記
（
埋
木
）
ハ
同
二
年
九
月
、
奥
付
ハ
嘉
嚮
堂

袁
中
郎
先
生
尺
牘
二
巻　
明
袁
宏
道
撰　

宮
川
崑
山
・
鳥
居
九
江
編　

山
本
北
皐
校　

安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
序
刊
（
奚
疑
塾
蔵
版
）　

初
印　

書
入
本�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
安
永
十
年
宮
川
崑
山
ノ
序
ア
リ

謀
野
集
刪　
明
王
穉
登
撰　

田
中
蘭
陵
編　

菊
池
忠
充
校　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
（
江
戸
、
富
士
屋
弥
三
右
衛
門
・
大
和
屋
孫
兵
衛
）

�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
享
保
二
十
年
入
江
南
溟
（
江
忠
囿
）
ノ
序
ア
リ

【
詩
文
評
類
】

唐
詩
紀
事
八
十
一
巻　
宋
計
有
功
撰　

明
嘉
靖
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）
洪
楩
清
平
山
堂
刊�

十
六
冊
（
集
十
二
函
）
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○
四
周
双
辺
（
内
匡
縦18.5

×
横13.1

糎
）、
十
行
二
十
字
、
白
口
、
白
紙
、
明
孔
天
胤
序
ニ
嘉
靖
二
十
四
年
洪
楩
清
刊
行
ノ
記
事
ア
リ
、
序
ノ
上
象
鼻

ニ
「
清
平
山
堂
」
ト
ア
リ
、
巻
二
十
九
〜
三
十
二
補
鈔
、
四
部
叢
刊
収
載
ノ
テ
キ
ス
ト

詩
藪
内
編
外
編
雑
編
各
六
巻
続
編
二
巻　
明
胡
応
麟
撰　

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊　

後
印
（
京
、
菱
屋
孫
兵
衛
）�

六
冊
（
集
五
函
）

○
奥
付
ニ
皆
川
淇
園
、
大
典
、
宇
野
明
霞
等
ノ
著
作
宣
伝
ア
リ

叢
部

（
較
正
）
説
郛
一
百
二
十
巻
続
四
十
六
巻　
明
陶
宗
儀
撰　

明
郁
文
博
校　

清
陶
珽
增
補　

明
末
清
初
刊
（
宛
委
山
堂
蔵
版
）　

清
初
修

�

百
二
十
冊
続
四
十
六
冊
（
叢
一
〜
三
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.2

×
横13.4

糎
）、
九
行
二
十
字
、
白
口
双
白
魚
尾
、
明
弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）
郁
文
博
ノ
序
ア
リ
、「
仁
正
侯
長
昭
╱
黄

雪
書
屋
鑑
╱
蔵
図
書
之
印
」（
仁
正
寺
藩
主
市
橋
長
昭
）
ア
リ

新
刊
経
解
（
封
面
）
一
名
通
志
堂
経
解　
清
納
蘭
成
徳
編　

清
康
煕
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
序
刊�

六
百
冊
（
寄
四
十
四
〜
五
十
四
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦19.5

×
横14.1

糎
）、
十
一
行
二
十
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
版
心
ニ
字
数
・
刻
工
名
ア
リ
、
封
面
ニ
「
通
志
堂
蔵
版
」
ト
ア
リ
、

清
康
熙
十
二
年
（
一
六
七
三
）
納
蘭
成
徳
、
同
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
徐
乾
学
ノ
序
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ

百
川
学
海　
甲
集
〜
癸
集　

宋
左
圭
編　

明
陳
仁
錫
校　

明
末
刊　

清
修
（
読
書
坊
）�

四
十
八
冊
（
叢
四
函
）

○
九
行
二
十
字
、
封
面
ニ
「
陳
明
卿
先
生
訂　

読
書
坊
蔵
版
」
ト
ア
リ

皇
清
経
解
一
千
四
百
巻
首
一
巻　
清
厳
杰
編　

清
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
学
海
堂
刊�

三
百
六
十
冊
（
寄
三
十
六
〜
四
十
二
函
）

○
左
右
双
辺
（
内
匡
縦18.5

×
横12.8

糎
）、
十
一
行
二
十
四
字
、
白
口
、
単
魚
尾
、
清
道
光
九
年
厳
杰
ノ
跋
ア
リ
、「
念
終
始
╱
典
于
学
」
印
ア
リ
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日
本
漢
文

錦
里
文
集
十
九
巻
（
錦
里
先
生
文
集
）
闕
巻
一
、
十
六
〜
十
九　
木
（
下
順
庵
）
貞
幹
撰　

江
戸
後
期
刊�

六
冊
（
集
十
三
函
）

異
称
日
本
伝
三
巻　
松
下
見
林
撰　

元
録
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
（
大
坂
、
崇
文
軒
毛
利
田
庄
太
郎
）�

十
五
冊
（
史
十
二
函
）

榑
桑
名
賢
（
公
）文
集
前
編
五
巻　
文
会
堂
林
九
成
編　

元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）刊（
京
、編
者
）荻
生
徂
徠
評
移
写
書
入
本�

六
冊
（
集
十
三
函
）

○
末
尾
ニ
次
ノ
墨
書
ア
リ
「
字
子
迪
之
孫
宇
佐
美
貞
蔵
名
賢
文
集
一
本
、
徂
徠
先
生
所
加
標
書
批
点
者
也
、
蓋
従
先
人
相
伝
云
、
我
藩
三
矢
生
役
於
東

都
之
日
、
購
得
名
賢
文
集
、
則
就
其
家
而
写
標
書
批
点
、
詳
密
不
遺
、
携
来
献
于
学
館
矣
、
嗚
呼
此
雖
緒
餘
之
所
及
、
而
果
出
於
物
子
之
手
歟
、
可

不
昆
岡
之
片
玉
乎
哉
、
文
政
己
丑
仲
春
」

東
野
遺
稿
三
巻　
安
藤
東
野
（
煥
図
）
撰　

根
本
武
夷
・
山
井
崑
崙
・
石
川
大
凡
編　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
（
江
戸
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
）

�

三
冊
（
集
十
三
函
）

○
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
山
縣
周
南
・
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
太
宰
春
台
ト
秋
山
澹
園
ノ
序
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
宮
田
迂
斎
ノ
跋
ア
リ

孫
武
兵
法
択
十
三
巻　
（
闕
巻
一
〜
六
）　

副
言
二
巻　

新
井
白
石
撰　

江
戸
後
期
写�

二
冊
（
兵
一
函
）

○
無
界
、
八
行
二
十
一
字
、
字
面
高
サ20

糎
、
カ
ナ
交
リ
、
訓
点
ア
リ

停
雲
集
二
巻　
新
井
白
石
編　

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
跋
刊　

同
十
二
年
印
（
江
戸
、
西
村
源
六
・
唐
本
屋
清
兵
衛
）�

二
冊
（
集
十
三
函
）

○
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
白
石
、
同
三
年
田
伯
鄰
ノ
序
ア
リ
、
室
直
清
・
雨
森
芳
洲
等
ノ
文
ヲ
編
輯

二
酉
洞
（
外
題
・
唐
本
類
書
目
錄
）　

一
色
時
棟
撰　

元
録
十
二
年
（
一
六
九
九
）
刊
（
京
、
林
九
兵
衛
・
武
村
新
兵
衛
）�

二
冊
（
史
十
四
函
）

○
元
禄
十
二
年
松
崎
祐
ノ
序
、
撰
者
序
ア
リ

徂
徠
集
三
十
巻　
存
巻
十
〜
十
二　

荻
生
徂
徠
撰　

江
戸
中
期
刊�

二
冊
（
雑
一
函
）
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四
家
雋
六
巻　
欠
巻
一
〜
二　

荻
生
徂
徠
評
選　

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊
（
餐
霞
館
蔵
版
）�

四
冊
（
集
五
函
）

○
餐
霞
館
ハ
藩
士
加
賀
山
衛
士
ノ
号
、
宝
暦
十
一
年
土
屋
秀
明
ノ
跋
ア
リ
、「
外
舎
」
印
ア
リ

唐
後
詩　
存
丁
集
（
五
言
律
）
三
巻
庚
集
（
五
言
絶
句
）
一
巻
辛
集
（
七
言
絶
句
）
二
巻
総
論
一
巻　

明
李
攀
龍
等
撰　

荻
生
徂
徠
選
定　

根
本
遜
志

等
校　

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
序
刊
（
根
本
氏
武
夷
山
房
蔵
版
）�

七
冊
（
集
五
函
）

○
全
十
集
、
総
テ
明
人
ノ
詩
、
封
面
ニ
武
夷
山
房
蔵
版
ト
ア
リ
、
山
野
崑
崙
・
石
川
大
凡
・
根
本
氏
ノ
同
校
、「
外
舎
」
印
ア
リ

七
経
孟
子
攷
文
補
遺　
山
井
崑
崙
撰　

荻
生
北
渓
（
物
観
）
補
遺　

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
刊
（
江
戸
、
松
会
三
四
郎
等
）�三
十
二
冊
（
経
六
函
）

　

周
易
十
巻
尚
書
二
十
巻
附
古
文
考
一
巻
毛
詩
二
十
巻
春
秋
左
伝
六
十
巻
礼
記
六
十
三
巻
論
語
十
巻
古
文
孝
経
一
巻
孟
子
十
四
巻

○
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
荻
生
徂
徠
、
同
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
荻
生
北
渓
（
物
観
）
序
ア
リ
、
享
保
十
六
年
刊
記
、
奥
付
十
一
肆

春
台
先
生
紫
芝
園
前
稿
五
巻
後
稿
十
五
巻
附
録
一
巻
目
録
一
巻
（
春
台
先
生
文
集
）　

太
宰
春
台
撰　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊
（
江
戸
、

西
村
源
六
・
京
、
西
村
市
郎
右
衛
門
・
大
坂
、
渋
川
清
右
衛
門
）�

十
二
冊
（
集
十
三
函
）

○
版
心
下
方
ニ
「
文
刻
堂
」
ト
ア
リ
、
西
村
源
六
ノ
堂
号

産
語
二
巻　
闕
名
撰　

太
宰
春
台
編　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
（
江
戸
、
文
刻
堂
西
村
源
六
）�

半
二
冊
（
子
二
函
）

経
済
録
十
巻　
太
宰
春
台
撰　

写�

十
冊
（
集
十
三
函
）

周
南
先
生
文
集
十
巻
（
初
稿
）
附
行
状
・
墓
碑　
山
縣
周
南
撰　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
刊
（
大
坂
、
堀
内
忠
助
・
渋
川
清
右
衛
門
、
江
戸
、

西
村
源
六
）　�

六
冊
（
集
十
三
函
）

○
版
心
下
方
ニ
「
称
觥
堂
」
ト
ア
リ
、
渋
川
柏
原
屋
清
右
衛
門
ノ
堂
号

南
郭
先
生
文
集
四
編
四
十
巻　
存
第
四
編
巻
九
・
十
、
補
遺　

服
部
南
郭
撰　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
刊
（
江
戸
、
小
林
新
兵
衛
）�一
冊
（
雑
一
函
）

○
版
心
下
ニ
「
嵩
山
房
梓
」
ト
ア
リ
、
奥
付
ニ
「
宝
暦
八
・
・
╱
江
戸
書
肆
・
・
╱
小
林
新
兵
衛
梓
行
」
ト
ア
リ
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遺
契
十
三
巻　
服
部
南
郭
撰　

写　

書
入
本�

六
冊
（
類
四
函
）

論
語
徴
集
覧
二
十
巻
附
一
巻　
存
巻
七
・
八
（
述
而
・
泰
伯
）　

松
平
頼
寛
編　

江
戸
後
期
刊
（
松
平
観
涛
閣
）　

初
印�

一
冊
（
雑
一
函
）

○
「
句
読
方
」
印
ア
リ

弇
州
先
生
尺
牘
解
二
巻　
河
世
俊
撰　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
序
刊
（
大
坂
、
上
田
卯
兵
衛
等
）�

一
冊
（
集
十
二
函
）

○
宝
暦
八
年
岡
白
駒
ノ
序
ア
リ
、
奥
付
ハ
同
七
年
十
一
月
大
坂
大
野
木
市
兵
衛
ト
京
都
丸
屋
市
兵
衛
、
版
心
下
方
ニ
「
翠
筠
舎
蔵
」
ト
ア
リ

　
　
　

○

唐
本
類
書
考
三
巻　
向
栄
堂
山
田
三
郎
兵
衛
編　

寬
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊
（
京
、
編
者
等
）�

大
三
切
三
冊
（
史
十
四
函
）

○
刊
記
ニ
山
田
氏
ノ
他
、
林
権
兵
衛
、
永
田
調
兵
衛
、
河
南
四
郎
右
衛
門
ア
リ
、
前
記
「
二
酉
洞
」
ノ
後
編
ニ
似
タ
リ

夏
小
生
経
伝
埒
解
四
巻
附
一
巻
追
加
一
巻　
渡
辺
荒
陽
撰　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
刊
（
江
戸
、
和
泉
屋
庄
治
郎
等
）
渡
辺
氏
時
習
堂
蔵
版

�

二
冊
（
経
四
函
）

○
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
榊
原
政
堯
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
小
澤
健
ノ
序
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ノ
跋
、
奥
付
ニ
文
化
六
年
和
泉
屋
等
三

都
四
肆

群
書
一
覽
六
巻　
尾
崎
雅
嘉
撰　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊
（
大
坂
、
海
部
屋
勘
兵
衛
）�

十
二
冊
（
史
十
四
）

○
奥
付
ニ
「
享
和
二
年
多
田
定
学
堂
海
部
屋
勘
兵
衛
」
ト
ア
リ

呉
子
国
字
解
五
巻　
闕
名
撰　

江
戶
後
期
写　

片
假
名
交
リ�

五
冊
（
兵
一
函
）

○
無
界
十
行
二
十
字
、
字
面
高
サ19

糎
、
寄
合
書


